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SnapDrive for UNIX で Snapshot コピーを作成し
て使用する

SnapDrive for UNIX を使用すると、ホストデータの Snapshot コピーを作成できます。

SnapDrive for UNIX の Snapshot 処理とは

SnapDrive for UNIX では、 Data ONTAP の Snapshot テクノロジを使用して、ストレー
ジシステムに格納されているホストデータのイメージ（ Snapshot コピー）を作成でき
ます。

この Snapshot コピーはデータのコピーを提供します。このコピーはあとでリストアできます。Snapshot コ
ピーのデータは、 1 つのストレージシステム上に存在することも、複数のストレージシステムとそのボリュ
ームにまたがることもできます。これらのストレージシステムは、 HA ペア構成、ノードローカルのファイル
システム、またはホストクラスタ環境のディスクグループまたは LUN です。SnapDrive for UNIX がインスト
ールされている非クラスタ構成 UNIX ホストでは、ストレージ・システム上に 1 つ以上のボリューム・グルー
プの Snapshot コピーを作成できます。

Snapshot コピーには、ファイルシステム、論理ボリューム、ディスクグループ、 LUN 、および NFS ディレ
クトリツリーを含めることができます。作成した Snapshot コピーは、名前変更、リストア、または削除でき
ます。同じホストまたは別のホストの別の場所に接続することもできます。接続が完了すると、 Snapshot コ
ピーの内容を表示および変更したり、 Snapshot コピーの接続を解除したりできます。また、 SnapDrive for

UNIX を使用すると、作成した Snapshot コピーに関する情報を表示できます。SnapDrive for UNIX がインス
トールされたクラスタ UNIX ホストでは、ディスクグループとファイルシステムを含むホストクラスタノード
に対して Snapshot 処理を実行できます。Snapshot 処理には、 create 、 rename 、 restore 、 connect 、
disconnect 、 を表示し、削除します。

Snapshot コピーを使用する場合の考慮事項

Snapshot コピーを使用する場合に注意すべき点はいくつかあります。たとえば、
SnapDrive for UNIX が作成した Snapshot コピーのみで機能する点や、ストレージシス
テムからホストに Snapshot コピーが自動的にレプリケートされる点などです。

Snapshot 処理を使用するときは、次の点を考慮してください。

• SnapDrive for UNIX は、作成した Snapshot コピーでのみ機能します。

作成されなかった Snapshot コピーはリストアできません。

• デスティネーションストレージシステム上に Snapshot コピーを作成すると、その Snapshot コピーが作
成されたソースストレージシステムからデスティネーションストレージシステムに自動的にレプリケート
されます。

SnapDrive for UNIX では、デスティネーション・ストレージ・システムにも Snapshot コピーをリストア
できます。

• 元のホストに接続するには、 SnapDrive snap connect コマンドを使用して、前回接続した（またはまだ
接続している）ホスト上の同じホスト上の新しい場所にある Snapshot コピーに接続します。
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• 複数のストレージシステムボリュームまたは複数のストレージシステムにまたがるストレージエンティテ
ィのスナップショットのサポートは、ソフトウェアスタックでフリーズ処理を許可しない構成では制限さ
れます。

• NFS プロトコルを使用してボリュームをエクスポートする場合は、 SnapDrive for UNIX コマンドを使用
するために、 Anonymous User ID オプションを 0 に設定する必要があります。

• 1 つのディスクグループに 2 つの JFS ファイルシステム（ JFS と JFS2 ）がある場合、 SnapDrive for

UNIX では JFS2 ファイルシステムについてのみ処理がサポートされます。

• SnapDrive for UNIX を使用すると、同時ボリュームグループの Snapshot コピーを作成したり、同じプロ
パティを使用してクローニングやリストアを実行したりできます。

• Single-File SnapRestore （ SFSR ）処理を実行したあと、 Snapshot コピーの作成をただちに失敗しま
す。

しばらくしてから処理を再試行する必要があります。詳細については、を参照してください "『 clustered

Data ONTAP 論理ストレージ管理ガイド』"。

Snapshot コピー処理

SnapDrive snap create コマンドを使用すると、 Snapshot コピーを作成できます。

crash-consistent Snapshot コピー

ファイルシステムまたはディスクグループの crash-consistent Snapshot コピーの作成が
必要になる場合があります。SnapDrive for UNIX では、エンティティで指定されたすべ
てのストレージシステムボリュームのイメージを含む Snapshot コピーが作成されま
す。

ファイル・システムやディスク・グループなどのストレージ・エンティティの Snapshot コピーを作成する
と、 SnapDrive for UNIX は、「 file-spec 」引数で指定したエンティティを構成するすべてのストレージ・シ
ステム・ボリュームのイメージを含む Snapshot コピーを作成します。「 file_dspec 」引数では、 SnapDrive

for UNIX が Snapshot コピーの作成に使用するファイルシステム、 LUN 、 NFS ディレクトリツリーなどのス
トレージエンティティを指定します。

SnapDrive for UNIX では、 Snapshot コピーで要求したエンティティを構成する整合性のあるストレージコン
ポーネントが作成されます。つまり、 SnapDrive snap create 「 command 」「 file-spec 」引数で指定した以
外の場所で使用されている LUN またはディレクトリに、 Snapshot コピー内で整合性のあるイメージが含ま
れていない可能性があります。SnapDrive for UNIX を使用すると 'file-spec 引数で指定された ' スナップショ
ット・コピー内で整合性のあるエンティティのみをリストアできます

単一のストレージシステムボリュームに含まれるエンティティの Snapshot コピーは、常に crash-consistent

です。SnapDrive for UNIX では、複数のストレージ・システムまたはストレージ・システム・ボリュームにま
たがる Snapshot コピーも crash-consistent であるように、特別な手順を実行します。Data ONTAP for UNIX

がクラッシュ時の整合性を確保するために使用する方法は、 Snapshot コピー内のストレージエンティティの
格納先である SnapDrive のバージョンによって異なります。

Data ONTAP 7.2 以降とのクラッシュ整合性

SnapDrive for UNIX では、 Data ONTAP 7.2 以降のバージョンで提供されている整合グ
ループがサポートされているため、複数のボリュームにまたがるすべての Snapshot コ
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ピーが crash-consistent になります。

Data ONTAP バージョン 7.2 以降では、整合グループおよびストレージ・システムのフェンシングがサポート
されます。SnapDrive for UNIX では、これらの機能を使用して、複数のボリュームにまたがるすべての
Snapshot コピーが crash-consistent になります。

複数のボリュームに crash-consistent Snapshot コピーを作成するために、 SnapDrive for UNIX は以下の処理
を行います。

• ストレージエンティティを含むすべてのボリュームの I/O を遮断（フリーズ）します。

• 各ボリュームの Snapshot コピーを作成します。

ボリュームの遮断と Snapshot コピーの作成にかかる時間は限られており、 Data ONTAP によって制御されま
す。

「 napdrive.conf 」ファイルの「 * snapcreate -cg-timeout * 」パラメータには、 Data ONTAP 制限内でストレ
ージ・システムのフェンシングを許可する時間の長さを指定します。緊急、中、または不完全の間隔を指定で
きます。ストレージシステムがフェンシング処理を完了するのに許容以上の時間が必要な場合、 SnapDrive

for UNIX は、以前のバージョンの Data ONTAP 7.2 に対応した整合性方法を使用して Snapshot コピーを作成
します。この方法は、 Snapshot コピーを作成するときに、 -nofilerfence オプションを使用して指定すること
もできます。

Data ONTAP 7.2 以前のバージョンの Data ONTAP が混在するストレージ・システムを対象としたストレージ
・エンティティーの Snapshot コピーを要求した場合、 Data ONTAP for UNIX では、 7.2 より前のバージョ
ンの SnapDrive で整合性のある方法を使用した Snapshot コピーも作成されます。

SnapDrive for UNIX の整合グループ Snapshot コピー

整合グループ Snapshot は、複数の SVM またはクラスタのノードにまたがる一連のボリ
ュームの Snapshot コピーであり、単一のエンティティとして管理されます。

SnapDrive for UNIX は、クラスタの複数の SVM またはノードにまたがるすべてのボリュームで、 crash-

consistent Snapshot コピーをキャプチャします。Snapshot コピーのキャプチャ期間を設定することもできま
す。

SnapDrive for UNIX は、デフォルトで整合グループの Snapshot コピーをキャプチャします。この機能を無効
にして、ベストエフォートモードで Snapshot コピーをキャプチャすることができます。

Data ONTAP for UNIX 5.2 では、 clustered Data ONTAP の整合グループ Snapshot コピーは
SnapDrive 8.2 以降のバージョンでのみサポートされます。

• 関連情報 *

整合グループの Snapshot コピーを作成する

整合グループの Snapshot コピーを無効にしています

整合グループの Snapshot コピーを作成する

SnapDrive for UNIX を設定して、整合グループの Snapshot コピーを作成できます。
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手順

1. ホストで次のコマンドを入力します。

「 * SnapDrive snap create -fs/mnt/test - snapname_snapshotname_-f -noprompt * 」の形式で指定しま
す。

snapshotname は、整合グループ Snapshot コピーに指定された名前です。

例

次に、このコマンドの例を示します。

snapdrive snap create -fs /mnt/test -snapname snap_123 -f -noprompt

整合グループの Snapshot コピーが作成されました。

整合グループの Snapshot コピーを無効にしています

SnapDrive for UNIX を設定して、整合グループの Snapshot コピーを無効にすることが
できます。

手順

1. 入力するコマンド

* SnapDrive snap create -fs/mnt/fs3_- snapname_nfs_snap_-nofilerfence_*

整合グループの Snapshot コピーが無効になりました。

アプリケーションと整合性のある Snapshot コピー

アプリケーションと整合性のある Snapshot コピーを作成するには、 Snapshot 処理の前
にアプリケーションを停止する必要があります。

Snapshot コピーがアプリケーションと整合性のあるものであることを確認するには、 Snapshot コピーを作
成する前に、アプリケーションを停止するか休止する必要がある場合があります。データベースのホットバッ
クアップ機能は DBMS で使用される方法に依存するため、データベースファイルへの I/O を常に停止するわ
けではありません。

アプリケーションがトランザクションを完了せず、データをストレージシステムに書き込んでいない場合、作
成された Snapshot コピーがアプリケーションと整合性のない状態になる可能性があります。

crash-consistent Snapshot コピーからアプリケーションがリカバリ可能であれば、コピーを停
止する必要はありません。アプリケーションのマニュアルを参照してください。アプリケーシ
ョンと整合性のある Snapshot コピーの作成に関する詳細については、を参照してください。

ホストボリューム、 LUN 、または NFS ディレクトリツリーを追加または削除するとき、またはホストボリ
ュームまたはファイルシステムのサイズを変更するときは、必ず新しい Snapshot コピーを作成してくださ
い。これにより、新しく設定したディスクグループの整合性のあるコピーが作成され、ディスクグループのリ
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ストアが必要になった場合に使用できるようになります。

複数のストレージシステムまたはボリュームにまたがる Snapshot コピー

SnapDrive for UNIX を使用すると、同一または異なるストレージ・システム上の複数の
ストレージ・システム・ボリュームにある Snapshot コピーを作成できます。

SnapDrive for UNIX を使用すると、複数のストレージ・システム・ボリュームまたは複数のストレージ・シス
テムにまたがる Snapshot コピーを作成できます。これらのボリュームは、同じストレージシステムに存在す
ることも別のストレージシステムに存在することもできます。SnapDrive snap create コマンド SnapDrive を
使用すると ' 要求したエンティティを構成するすべてのボリュームのスナップショット・コピーが作成されま
すが 'UNIX の SnapDrive では 'lun snap create コマンドで指定したエンティティのみがリストアされます

SnapDrive snap create コマンドを使用して、複数のボリュームにまたがる Snapshot コピーを作成する場
合、コマンドプロンプトでボリュームに名前を付ける必要はありません。SnapDrive for UNIX は ' 指定した
'file_dspec' 引数からこの情報を取得します

• 入力した `file_tspec' がディスク・グループ ' またはディスク・グループ上にあるファイル・システムまた
はホスト・ボリュームを要求すると 'UNIX 用 SnapDrive は ' 指定したディスク・グループ ' ボリューム '

またはファイル・システムのすべてのストレージ・システム・ボリュームを含む Snapshot コピーを自動
的に作成します

• 入力した「 host_spec 」が LUN を要求すると、 SnapDrive for UNIX は、その LUN を含むストレージシ
ステムボリュームの Snapshot コピーを作成します。

• 入力した「 filespec 」が、 LUN 上に直接存在するファイルシステムを要求すると、 SnapDrive for UNIX

は、指定した LUN とファイルシステムを含むストレージシステムボリュームの Snapshot コピーを作成し
ます。

• 入力し SnapDrive た `file_tspec' が NFS ディレクトリを要求すると 'NFS for UNIX は 'NFS ディレクトリ
・ツリーを含むボリュームのスナップショット・コピーを作成します

複数のストレージ・システムおよびストレージ・システム・ボリュームからのエンティティに基づいて構築さ
れた 'file-spec 引数の使用に加えて ' 各値が単一のストレージ・システムまたはストレージ・システム・ボリ
ュームに基づいている 'filespec 引数の組み合わせも使用できますたとえば、ストレージシステムストレージ
システム 2 とストレージシステム 3 にディスクグループ dg1 がまたがっていて、 DG2 がストレージシステム
2 にあり、 dg3 がストレージシステム 3 にあるとします。この場合、次のいずれかのコマンドラインが正し
いことになります。

SnapDrive snap create -dg dg1 - snapdg1

SnapDrive snap create -dg DG2 dg3-snapdg23`

SnapDrive snap create -dg dg1 DG2 dg3 - snapdg123 `

ストレージシステムとボリュームにまたがる Snapshot コピーを作成する場合、 SnapDrive for UNIX によっ
て各ストレージシステムボリュームに短い名前で Snapshot コピーが作成されることに注意してください。別
々のストレージシステム上にあるボリュームも含め、完全パス名は名前に含まれません。そのため、あとで
Snapshot コピーの名前を変更した場合は、各ストレージシステムおよびボリュームに移動し、その名前も変
更する必要があります。

関連のないエンティティの Snapshot コピーの作成

SnapDrive for UNIX では、 crash-consistent Snapshot コピーを個別に保持することによ
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って、関連のないエンティティの Snapshot コピーを作成します。

特に指定しないかぎり、 SnapDrive for UNIX は、特定の SnapDrive snap create コマンドラインで指定するす
べてのエンティティが関連しているとみなします。つまり、あるエンティティに対する更新の有効性は、指定
された他のエンティティに対する更新に依存します。このようにストレージエンティティに従属書き込みがあ
る場合、 SnapDrive for UNIX では、グループとしてのすべてのストレージエンティティについて整合性がと
れた crash-consistent Snapshot コピーの作成手順が実行されます。

次の例は、 SnapDrive for UNIX が、従属書き込みを含むストレージエンティティの Snapshot コピーを作成
する方法を示しています。次の例では、 lun snap create コマンドで、 SnapDrive 上のファイルシステムとデ
ィスクグループを指定しています。ディスクグループは、単一のストレージシステム上にある LUN で構成さ
れます（「 Snapshot コピーの作成」を参照）。LUN 上のファイルシステムは、別のストレージシステムおよ
びストレージシステムボリュームに存在します。1 つのグループとして、ファイルシステムとディスクグルー
プは複数のストレージシステムボリュームにまたがっており、個別には存在しません。

次のコマンドでは、ファイルシステム /mnt/fs1 とディスクグループ dg1 の両方が含まれる Snapshot コピー
を指定します。 SnapDrive snap create -fs/mnt/fs1 -dg dg1 -snapname fs1_dg1

これらのストレージエンティティは従属書き込みを行うことができるため、 SnapDrive for UNIX はクラッシ
ュ整合性のある Snapshot コピーを作成しようとし、ファイルシステム /mnt/fs1 とディスクグループ dg1 を
グループとして扱います。つまり、 SnapDrive for UNIX は、 Snapshot コピーを作成する前にストレージシ
ステムボリュームへの I/O 処理をフリーズするために必要です。

複数のボリュームにまたがる複数のストレージエンティティに対して crash-consistent Snapshot コピーを作
成すると時間がかかり、 SnapDrive for UNIX の I/O 処理がフリーズしない場合は常に実行可能ではありませ
ん。これにより、 SnapDrive for UNIX では、関連のないストレージエンティティの Snapshot コピーを作成
できます。関連付けられていないストレージエンティティとは、 Snapshot コピーの作成時に従属書き込みを
行わないように指定できるエンティティのことです。エンティティには従属書き込みがないため、 SnapDrive

for UNIX では、エンティティをグループとして整合性を保つための手順は実行されません。代わりに、
SnapDrive for UNIX では、個々のストレージエンティティの crash-consistent Snapshot コピーが作成されま
す。

次のコマンドは、前のセクションで説明した LUN およびディスクグループ上のファイルシステムの Snapshot

コピーを指定します。unrelated オプションが指定されているため、 SnapDrive for UNIX は、ファイルシステ
ム /mnt/fs1 とディスクグループ dg1 が個々のストレージエンティティとしてクラッシュコンシステントであ
るが、グループとして扱われない Snapshot コピーを作成します。次のコマンドを実行しても、ストレージシ
ステムボリューム上の I/O 処理をフリーズするために SnapDrive for UNIX は必要ありません。 SnapDrive

snap create -fs/mnt/fs1 -dg dg1 -unrelated -snapname fs1_dg1 `

• 関連情報 *

Snapshot コピーを作成します

Snapshot コピーの作成については、ガイドラインに従ってください

SnapDrive for UNIX を使用して Snapshot コピーを作成するときは、次の点を考慮して
ください。 Snapshot コピーはボリュームあたり最大 255 個まで保持できます。
SnapDrive for UNIX では、作成された Snapshot コピーのみがサポートされます。ルー
トディスクグループの Snapshot コピーは作成できません。また、ブートデバイスまた
はスワップデバイスも作成できません。また、 SnapDrive for UNIX では、クラッシュの
整合性を保つためにフリーズ処理が必要になります。
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コマンドで Snapshot コピーを作成する場合は、次のガイドラインに従ってください。

• 各ストレージ・システム・ボリュームに保持できる Snapshot コピーの最大数は 255 です。この制限はス
トレージシステムによって設定されます。合計数は、他のツールがこれらの Snapshot コピーを使用して
いるかどうかによって異なります。

Snapshot コピー数が上限に達すると、 Snapshot の作成処理は失敗します。SnapDrive for UNIX を使用し
て削除する前に、古い Snapshot コピーの一部を削除する必要があります。

• SnapDrive for UNIX では、作成しない Snapshot コピーはサポートされません。たとえば、ストレージシ
ステムコンソールから作成された Snapshot コピーはサポートされません。このような方法を使用する
と、ファイルシステム内で不整合が発生する可能性があるためです。

• SnapDrive for UNIX では、次の Snapshot コピーを作成できません。

◦ ルートディスクグループ

LVM のルートディスクグループの Snapshot コピーを作成しようとすると、 Snapshot の作成処理が
失敗します。

◦ デバイスをブートするか、デバイスを交換してください

SnapDrive for UNIX では、システム・ブート・デバイスまたはシステム・スワップ・デバイスの
Snapshot コピーは作成されません。

• Snapshot コピーが複数のストレージシステムまたはストレージシステムボリュームにまたがっている場
合、 SnapDrive for UNIX では、クラッシュ整合性を保証するためにフリーズ処理が必要になります。フリ
ーズ処理を使用しない構成での Snapshot コピーの作成については、を参照してください。

SnapDrive snap create コマンドの使用に必要な情報

Snapshot コピーを作成する際には、キャプチャするストレージエンティティを決定し、
Snapshot コピーの名前を指定する必要があります。

次の表に、 SnapDrive snap create コマンドを使用するときに必要な情報を示します。
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要件 / オプション 引数

Snapshot コピーにキャプチャするストレージエンテ
ィティのタイプを決定します。1 つのコマンドライン
で、 NFS エンティティ、 LUN 、 LUN 上に直接作成
されるファイルシステム、および LVM エンティティ
を指定できます。

該当する引数を指定してエンティティの名前を指定
します。これは 'file_dspec' 引数の値です

• ホストボリュームまたはファイルが指定されたデ
ィスクグループを指定すると、引数がストレージ
システムの一連のディスクグループに変換されま
す。SnapDrive for UNIX では、エンティティを含
むディスクグループ全体が作成されます。これ
は、エンティティがホストボリュームであっても
ファイルシステムであっても同様です。

• NFS マウントポイントであるファイル仕様を指
定した場合、引数はストレージシステムボリュー
ム上のディレクトリツリーに変換されます。

• LUN またはファイルシステムを含む LUN を指定
すると、引数が LUN またはファイルシステムを
含む LUN に変換されます。

-vg` 、 -dg 、 -fs 、 -lvol 、お

よび -hostvol などのストレージ
エンティティでは、特殊文字を指
定できません。ただし '-fs'-lvol'-

hostvol' などのストレージ・エンテ
ィティにはスラッシュ (/) を使用で
きます

LUN （ -lun file_tspec ）

LUN の名前

ストレージシステム、ボリューム、および LUN の名
前を含める必要があります。

ディスク・グループ（ dg file_tspec ）またはボリュ
ーム・グループ（ vg file_tspec ）

ディスクまたはボリュームグループの名前 ファイルシステム (`-fs file_tspec')

fileSystem _name を実行します ホスト・ボリューム (-hostvol file_spec') ま

たは論理ボリューム (-lvol file_spec')
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要件 / オプション 引数

ホストまたは論理ボリュームの名前

要求されたボリュームとそのボリュー
ムを含むディスクグループの両方を指
定する必要がありますたとえば '-

hostvol dg3/acct_volume' のように指定
します

Snapshot コピー名（ snapname snap_name ` ）

Snapshot コピー名 Snapshot コピーの名前を指定します。Snapshot コ
ピー名が付いたストレージシステムおよびボリュー
ムを含む長い名前か、 Snapshot コピー名の短縮形の
名前かを指定できます。

「 napname 」に指定した値が 200 文
字を超えないようにしてください。

` - 無関係」 ~

オプション： Snapshot コピーの作成時に従属書き込
みを行わないストレージエンティティの Snapshot コ
ピーを作成するために、 SnapDrive for UNIX は個々
のストレージエンティティの crash-consistent

Snapshot コピーを作成しますが、エンティティ同士
の整合性を維持することはありません。

「 -force 」を使用します

~ -noprompt`

~ オプション：既存の Snapshot コピーを上書きするか
どうかを指定します。このオプションを指定しない
と、既存の Snapshot コピーの名前を指定した場合に
処理が停止します。このオプションで既存の
Snapshot コピーの名前を指定すると、 Snapshot コ
ピーを上書きするかどうかの確認を求められま
す。SnapDrive for UNIX がプロンプトを表示しない
ようにするには '-nofrt' オプションも指定します(

-noprompt` オプションを使用する場合は '-force オプ
ションを常に指定する必要があります )

「 -fstype 」を入力します 「 TYPE` 」

「 -vmtype 」と入力します 「 TYPE` 」

Snapshot コピーを作成します

スナップショット・コピーを作成するには、 SnapDrive snap create コマンドを実行し
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ます。

この構文を実行する前に、このコマンドのオプション、キーワード、引数について理解しておく必要がありま
す。

手順

1. 次のコマンド構文を入力して、 Snapshot コピーを作成します。

* SnapDrive snap create ｛ -lun | -dg | -fs | -hostvol ｝ file_spec [file_spec

… ][{-lun | -dg | -fs | -hostvol ｝ file_spec[file_spec…] -snapname_[-force [-

noprompe] [-unrelated ] [-nofilerfence] [-fstype_type_]] [-vmtype_type_] *

file_spec 引数は '1 つまたは複数のストレージ・システム上のストレージ・エンティティのセットを表しま
すSnapshot の作成処理では、これらのエンティティを含むストレージ・システム・ボリュームの Snapshot

コピーが作成され、「 nap_name 」引数で指定した名前が付けられます。

• 関連情報 *

関連のないエンティティの Snapshot コピーの作成

Snapshot コピーの情報が表示されます

ストレージシステム、ストレージシステムボリューム、 LUN 、およびその他のストレー
ジエンティティの Snapshot コピーを表示できます。SnapDrive snap show コマンド（
または list コマンド）を使用して、 Snapshot コピーを表示します。

Snapshot コピー情報を表示するために使用するコマンド

SnapDrive の Snapshot コピーに関する情報を表示するには、 lun snap show （また
は「 list 」）コマンドを使用します。

SnapDrive snap show （または list ）コマンドを使用すると、 SnapDrive for UNIX で作成された各 Snapshot

コピーの情報を表示できます。このコマンドを使用すると、次の情報を表示できます。

• ストレージシステム

• ストレージシステム上のボリューム

• NFS ファイルおよびディレクトリツリー、ボリュームグループ、ディスクグループ、ファイルシステム、
論理ボリュームなどのストレージエンティティ、 およびホストボリュームが含まれます

• Snapshot コピー

このコマンドの 'how ’と 'list' 形式は同義ですSnapDrive 2.0 for UNIX 以降では、 Snapshot コピ
ーに関する情報を表示するときに、長い形式の Snapshot コピー名を使用する必要がありま
す。

Snapshot コピーの表示に関するガイドライン

ワイルドカードを使用して Snapshot コピーを表示できます。特定のオブジェクトに存
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在するすべての Snapshot コピーを表示できます。

Snapshot コピーを使用する前に、次の点に注意してください。

• Snapshot コピー名には、ワイルドカード（ * ）文字を使用できます。Snapshot の表示処理では、ワイル
ドカード文字を使用して、特定のパターンまたは特定のボリューム上のすべての Snapshot コピー名に一
致するすべての Snapshot コピー名を表示できます。Snapshot コピー名にワイルドカードを使用すると、
次のルールが適用されます。

◦ ワイルドカードは名前の末尾でのみ使用できます。ワイルドカードは、 Snapshot コピー名の先頭ま
たは途中では使用できません。

◦ Snapshot コピー名のストレージ・システムまたはストレージ・システム・ボリュームのフィールドで
は、ワイルドカードを使用できません。

• このコマンドを使用して、ストレージシステムとそのボリューム、ディスクグループ、ホストボリューム
グループ、ファイルシステム、ホストボリュームなど、特定のオブジェクトのすべての Snapshot コピー
を一覧表示することもできます。 論理ボリュームを定義できます。

• SnapDrive snap show コマンドを入力したときに 'UNIX 用の SnapDrive ではどの Snapshot コピーも見つ
からなかった場合は ' 一致する Snapshot コピーがありませんというメッセージが表示されます コマンド
ラインで引数を指定し、引数の一部が存在しない場合、 SnapDrive for UNIX は Snapshot コピーが存在す
る引数の一部を返します。また、無効な引数も表示されます。

• SnapDrive snap create コマンドが突然中断されると ' 不完全な '.stoc.xml' ファイルがストレージ・システ
ム上のボリュームに格納されますこれにより ' ストレージ・システムによって作成されるスケジュールさ

れたすべての Snapshot コピーには ' 不完全な .stoc.xml ファイルのコピーが作成されますSnapDrive

snap list コマンドが正常に動作するようにするには ' 次の手順を実行します

手順

1. ボリューム内の不完全な `.stoc.xml' ファイルを削除します

2. 不完全な「 .stoc.xml」 ファイルが格納されたストレージ・システムで作成され、スケジュールされてい
る Snapshot コピーを削除します。

SnapDrive snap show コマンドまたは list コマンドの使用に必要な情報

SnapDrive snap show または list コマンドを使用すると ' ストレージ・システム ' ストレ
ージ・システム・ボリューム ' ディスク ' またはボリューム・グループ ' ファイル・シス
テム ' Snapshot コピーなど。

次の表に、 SnapDrive snap show | list コマンドの使用時に入力する必要がある情報を示します。

コマンドとして SnapDrive snap show と SnapDrive snap list のどちらを入力した場合でも、同
じ引数を使用できます。これらのコマンドは同義語です。
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要件 / オプション 引数

入力したコマンドに基づいて、次のいずれかの情報
を表示できます。

• ストレージシステム

• ストレージシステムボリューム

• ディスクまたはボリュームグループ

• ファイルシステム

• ホストまたは論理ボリューム

• Snapshot コピー

「 file-spec 」引数に入力する値は、情報を表示する
ストレージエンティティを識別する必要がありま
す。このコマンドでは、エンティティが現在のホス
ト上にあることを前提としています。

ストレージ・システム（「ファイラー」）

filername ストレージ・システム上のボリューム（ -fileervol ）

fileervol ディスク・グループ（ dg_file_spec_` ）またはボリ
ューム・グループ（ g-vg_file_spec_` ）

`_ ディスクまたはボリュームグループの名前 ファイルシステム (-fs_file_spec_)

filesystem_name ホスト・ボリューム (-hostvol_file_spec_) また

は論理ボリューム (-lvol_file_spec_)

`_ ホストまたは論理ボリュームの名前 Snapshot コピー名（ snapname_long_snap_name_`
）

long_snap_name 追加の Snapshot コピー名

snap_name( ロングまたはショートバージョン ) Snapshot コピーに関する情報を表示する場合は、
Snapshot コピーの名前を指定します。最初の
Snapshot コピー '`long_snap_name` には ' ストレー
ジ・システム名 ' ボリューム名 ' および Snapshot コ
ピー名を含む長いバージョンの名前を入力しま
すSnapshot コピーが同じストレージシステムおよび
ボリューム上にある場合は、短縮形の Snapshot コピ
ー名を使用できます。

「 -verbose 」と表示されます ~
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ストレージシステム上にある Snapshot コピーを表示する

ストレージシステム上の Snapshot コピーは、 SnapDrive コマンドを使用して表示でき
ます。

ストレージシステム上にある Snapshot コピーに関する情報を表示するには、次の構文を使用します。

SnapDrive snap show -ffiler filername [filername…] [-verbose]

ストレージ・システム・ボリュームの Snapshot コピーの表示

ストレージシステムボリューム上の Snapshot コピーは、 SnapDrive コマンドを使用し
て表示できます。

ストレージ・システム・ボリュームの Snapshot コピーに関する情報を表示するには、次の構文を使用しま
す。

SnapDrive snap show -filol fileervol [fileervol…] [-verbose]

Snapshot コピーを表示しています

SnapDrive snap show または list コマンドを実行すると、 Snapshot コピーが作成された
ストレージ・システムの名前、ホスト名、日時などが表示されます。

手順

1. Snapshot コピーを表示するには、次のコマンド構文を入力します。

`* SnapDrive snap show [-snapname] long_snap_name _[_snap_name…] [-verbose] *

この処理では、 Snapshot コピーに関する次の最低情報が表示されます。

• Snapshot コピーが作成されるストレージシステムの名前

• Snapshot コピーを作成したホストの名前

• ストレージシステム上の LUN へのパス

• Snapshot コピーが作成された日時

• Snapshot コピーの名前

• Snapshot コピーに含まれているディスクグループの名前

• 例 *: SnapDrive snap show コマンドの例を次に示します。
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# snapdrive snap show -snapname toaster:/vol/vol2:snapA snapX snapY

# snapdrive snap show -verbose toaster:/vol/vol2:snapA /vol/vol3:snapB

snapC

# snapdrive snap show toaster:/vol/vol2:snapA

# snapdrive snap list -dg dg1 dg2

• 例：この例では、ワイルドカードを使用して、特定のボリューム上の利用可能な Snapshot コピーに関す
る情報を表示しています。

# snapdrive snap show toaster:/vol/vol1:*

snap name host date

snapped

------------------------------------------------------------------

-------------

toaster:/vol/vol1:sss1 DBserver Mar 12

16:19 dg1

toaster:/vol/vol1:testdg DBserver Mar 12

15:35 dg1

toaster:/vol/vol1:t1 DBserver Mar 10

18:06 dg1

toaster:/vol/vol1:hp_1 HPserver Mar 8

19:01 vg01

toaster:/vol/vol1:r3 DBserver Mar 8

13:39 rdg1

toaster:/vol/vol1:r1 DBserver Mar 8

13:20 rdg1

toaster:/vol/vol1:snap2 DBserver Mar 8

11:51 rdg1toaster:/vol/vol1:snap_p1 DBserver

Mar 8 10:18 rdg1

• 例 *: この例では '-verbose オプションが AIX ホストのコマンド・ラインで使用されています
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# snapdrive snap list betty:/vol/vol1:testsnap -v

snap name host date

snapped

------------------------------------------------------------------

-------------

betty:/vol/vol1:testsnap aix198-75 Jul 31

10:43 test1_SdDg

host OS: AIX 3 5

snapshot name: testsnap

Volume Manager: aixlvm 5.3

disk group: test1_SdDg

host volume: test1_SdHv

file system: test1_SdHv file system type: jfs2

mountpoint:

/mnt/test1

lun path dev paths

-------------------------------------------------------

betty:/vol/vol1/aix198-75_luntest1_SdLun /dev/hdisk32

• 例：この例では、 SnapDrive for UNIX で作成されていない AIX ホスト上の Snapshot コピーに関するメッ
セージが含まれています。

# snapdrive snap show -filer toaster

snap name host date

snapped

------------------------------------------------------------------

-------------

toaster:/vol/vol1:hourly.0 non-snapdrive snapshot

toaster:/vol/vol1:hourly.0 non-snapdrive snapshot

toaster:/vol/vol1:snap1 DBserver1 Oct 01 13:42 dg1

dg2

toaster:/vol/vol1:snap2 DBserver2 Oct 10 13:40

DBdg/hvol1

toaster:/vol/vol1:snap3 DBserver3 Oct 31 13:45

DBdg

次に 'AIX ホスト上の LVM ベースのファイル・システムのスナップショット・コピーを SnapDrive 表示する
例を示しますこの例では 'lun snap show コマンドと -verbose オプションを使用しています
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# snapdrive snap show -v -fs /mnt/check_submit/csdg2/hv3_0

snapname host date snapped

------------------------------------------------------------------

-------------

toaster:/vol/vol1:mysnapshot sales-aix Aug 24 10:55 csdg2

host OS: AIX 1 5

snapshot name: mysnapshot

Volume Manager: aixlvm 5.1

disk group: csdg2

host volume: csdg2_log

host volume: csdg2_hv3_0

file system: csdg2_hv3_0 file system type: jfs2 mountpoint:

/mnt/check_submit/csdg2/hv3_0

lun path dev paths

-------------------------------------------------------

spinel:/vol/vol1/check_submit_aix-4 /dev/hdisk4

• 例 * ：次の例ではワイルドカードを使用しています。

# snapdrive snap show toaster:/vol/volX:*

# snapdrive snap show -v toaster:/vol/volX:DB1*

filer1:/vol/volY:DB2*

# snapdrive snap show toaster:/vol/vol2:mysnap* /vol/vol2:yoursnap*

hersnap*

# snapdrive snap show toaster:/vol/volX:*

• 例 * ：ワイルドカードを使用した場合、ワイルドカードは名前の途中で使用され、末尾には使用されませ
ん。

# snap show toaster:/vol/vol1:my*snap

Snapshot コピー名の取得方法は他にもあります

SnapDrive snap list コマンドを使用して、 Snapshot コピー名を表示します。

Snapshot コピー名を取得するもう 1 つの方法は、ストレージ・システムにログインし、 SnapDrive snap list

コマンドを使用することです。このコマンドは、 Snapshot コピーの名前を表示します。

SnapDrive snap show コマンドは ' ストレージ・システムの SnapDrive snap list コマンドと同
じです
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Snapshot コピーの名前変更

「 snapshot-rename 」コマンドを使用すると、 Snapshot コピーの名前を変更できま
す。複数のストレージシステムまたはストレージシステムボリュームにまたがる
Snapshot コピーの名前も変更できます。

Snapshot コピーの名前を変更するために使用するコマンド

Snapshot コピーの名前を変更するには、「 snapshot-rename 」コマンドを使用しま
す。

ストレージシステムまたはボリュームにまたがる Snapshot コピーの名前変更

複数のストレージシステムまたはストレージシステムボリュームをまたぐ Snapshot コ
ピーの場合、関連するすべての Snapshot コピーの名前を変更します。

このコマンドを使用して、複数のストレージシステムまたは複数のストレージシステムボリュームにある
Snapshot コピーの名前を変更することもできます。

これらのいずれかの Snapshot コピーの名前を変更する場合は、関連するすべての Snapshot コピーの名前も
同じ名前に変更する必要があります。これは、 SnapDrive for UNIX が複数のストレージ・システムまたはボ
リュームにまたがる場合でも、 Snapshot コピーの作成時に短縮名を使用するためです。rename コマンドは
現在の Snapshot コピーの名前を変更しますが、他の場所にある関連する Snapshot コピーの名前は変更しま
せん。

Snapshot コピーの名前変更に関するガイドライン

Snapshot コピーの名前を変更するときは、 2 つの Snapshot コピーの名前が同じになら
ないようにしてください。

SnapDrive snap rename コマンドを使用する場合は、次の注意事項に従ってください。

• Snapshot コピーの名前を別のストレージシステムボリュームに変更しようとすると、エラーメッセージ
が表示されます。

• Snapshot コピーの新しい名前がすでに存在する場合は、エラーメッセージが表示されます。「 -force 」
オプションを使用すると、 SnapDrive for UNIX でエラー・メッセージを生成せずに名前を変更できます。

Snapshot コピーの名前を変更する

SnapDrive snap rename コマンドを使用すると、 Snapshot コピーの名前を変更できま
す。Snapshot の名前変更処理を実行すると、ソース Snapshot コピーの名前がターゲッ
ト引数で指定された名前に変更されます。

この構文を実行する前に、このコマンドのオプション、キーワード、引数について理解しておく必要がありま
す。

手順

1. 次のコマンドを入力して、 Snapshot コピー名を変更します。
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`* SnapDrive snap rename [-snapname] _old_long_snap_name_new_snap_name _[-force [-noprompt]] *

次に、 SnapDrive snap rename コマンドの例を示します。最初のコマンド・ラインには '-force オプションが
含まれていますこれは ' 新しい snapshot という名前の Snapshot コピーがすでに存在するためです2 番目の例
では、両方の Snapshot コピー名が長い形式の名前を使用していますが、両方が同じストレージシステムボリ
ュームに解決されます。

snapdrive snap rename -force filer1:/vol/vol1:oldsnap new snapshot

snapdrive snap rename filer1:/vol/vol1:FridaySnap

filer1:/vol/vol1:Snap040130

Snapshot コピーをリストアしています

単一のストレージエンティティまたは複数のストレージエンティティの Snapshot コピ
ーをリストアできます。

Snapshot コピーのリストアに使用するコマンド

SnapDrive snap restore コマンドを使用して、 Snapshot コピーをリストアします。

SnapDrive snap restore コマンドは、コマンド・プロンプトで指定した Snapshot コピーからストレージ・シ
ステムにデータをリストアします。この操作は、 SnapDrive snap restore コマンドで指定した「 file-spec 」
引数（たとえば、ディスクグループ、 NFS ファイル、 NFS ディレクトリツリー、 LUN 上に直接作成された
ファイルシステム）の内容を、指定した Snapshot コピー内にある「 filespec 」引数の内容で置き換えます。

存在しない 'file_dspec' 引数の Snapshot コピーをリストアすることもできますこの問題は、指定した値がホ
スト上に存在しなくても、 Snapshot コピーを作成したときに存在していた場合に発生します。たとえば、ア
ンマウント済みのファイルシステムや、削除したディスクグループなどです。

通常は、 Snapshot コピーを作成したホスト（つまり、元のホスト）から Snapshot コピーをリストアしま
す。

• NFS エンティティでは、同じボリュームを 2 つの異なる IP にマウントする場合、スナップ
リストア処理を実行できるのは、これらのボリュームに対して一度に 1 つのファイル仕様
のみです。

• root 以外のユーザの場合は、 SnapDrive 4.1 for UNIX から、グローバルでストレージ書き
込み機能を使用できます。また、スナップショットのリストアを実行するための
GlobalSDSnapshot 機能も使用できます。

デスティネーションストレージシステムでの Snapshot コピーのリストア

Snapshot コピーの作成元のストレージシステムにリストアできます。

デスティネーションストレージシステムで Snapshot コピーを作成すると、 Snapshot コピーがソースシステ
ムからデスティネーションストレージシステムに自動的にレプリケートされます。SnapDrive for UNIX では、
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ソース・ストレージ・システム上で Snapshot コピーをリストアできます。また、デスティネーションスト
レージシステムに Snapshot コピーをリストアすることもできます。

SnapMirror 関係で単一ファイルの snap restore を実行する場合は、ソースとデスティネーションのボリュー
ム名を同じにすることはできません。ソースとデスティネーションのボリューム名が同じ場合、 SnapDrive

for UNIX で次のエラーメッセージが表示されます。

0001-636 Command error: Snapdrive cannot restore LUNs on SnapMirror

destination filer volumes: <filer-vol-name>

SnapDrive 4.0 for UNIX 以降では、ロールベースアクセス制御が有効になっている場合、 vFiler ユニットでス
ナップリストアを実行できるのは、 vFiler ユニットで Snapshot リストア機能が有効になっている場合だけで
す。

• 関連情報 *

SnapDrive for UNIX でのロールベースアクセス制御

複数のストレージエンティティのリストア

複数のストレージエンティティを含む Snapshot コピーをリストアできます。

複数のデスティネーションストレージシステムに存在するストレージエンティティを含む Snapshot コピーを
リストアするには、次の要件を満たす必要があります。

• コマンドプロンプトで指定するストレージエンティティは、単一のストレージシステムまたは HA ペア上
に存在する必要があります。

• ソースストレージシステムのボリューム名は、デスティネーションストレージシステムのボリューム名と
一致している必要があります。

• 「 napdrive.conf 」ファイルの「 'napmirror-dige-multi-milervolumes-enabled' 」引数を「 on 」に設定する
必要があります。

単一のストレージシステムまたは HA ペア上のストレージエンティティをリストアする場合は、 1 つのコマン
ドを使用します。

Snapshot コピーのリストアに関する考慮事項

Snapshot コピーをリストアする前に、ファイルシステムを使用していないこと、および
リストアプロセスを中断しないことを確認してください。

Snapshot コピーをリストアする前に、次の重要な情報を考慮してください。

• リストアするファイルシステムのディレクトリにないことを確認します。SnapDrive snap restore コマン
ドは ' 情報をリストアするファイル・システム上のディレクトリ以外の任意のディレクトリから実行でき
ます

• Ctrl+C キーを押してリストア処理を中断しないでくださいこのようにすると、システムが使用できなくな
る可能性があります。その場合は、リカバリのためにネットアップテクニカルサポートへの連絡が必要に
なることがあります。
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• NFS エンティティをボリュームにエクスポートする場合は、 SnapDrive snap restore コマンドが正常に機
能するように、 Anonymous User ID オプションを「 0 」に設定します。

SnapDrive snap restore コマンドの使用に必要な情報

Snapshot コピーをリストアするには、リストアするストレージエンティティを決定し、
Snapshot コピーの名前を指定します。

次の表に、 SnapDrive snap restore コマンドの使用時に入力する必要がある情報を示します。

要件 / オプション 引数

リストアするストレージエンティティのタイプを決
定し、該当する引数を指定してそのエンティティの
名前を入力します。

• リストア対象のホスト・ボリュームまたはファイ
ル・システムを指定すると、指定した引数は、こ
の引数を含むディスク・グループに変換されま
す。SnapDrive for UNIX を使用すると、ディスク
・グループ全体がリストアされます。SnapDrive

for UNIX では、これらのディスク・グループ内の
ホスト・ボリュームのファイルシステムをフリー
ズし、これらのディスク・グループの LUN を含
むすべてのストレージ・システム・ボリュームの
Snapshot コピーを作成します。

• NFS マウントポイントであるファイル仕様を指
定した場合、引数はディレクトリツリーに変換さ
れます。SnapDrive for UNIX では、 NFS ディレ
クトリツリーまたはファイルのみがリストアされ
ます。ディレクトリツリー内で、 SnapDrive for

UNIX を使用すると、 Snapshot コピーの作成後
に作成した新しい NFS ファイルまたはディレク
トリがすべて削除されます。これにより、リスト
アされたディレクトリツリーの状態が、ツリーの
Snapshot コピー作成時と同じになります。

• LUN をリストアすると、 SnapDrive for UNIX に
よって指定した LUN がリストアされます。

• LUN で直接作成されたファイルシステムをリス
トアする場合、 SnapDrive for UNIX によって
LUN とファイルシステムがリストアされます。

• Snapshot コピーに、複数のストレージシステム
ボリュームにまたがるストレージエンティティが
含まれている場合、その Snapshot コピー内の任
意のエンティティをリストアできます。

LUN （ -lun_file_spec_ ）

LUN の名前。ストレージシステム、ボリューム、お
よび LUN の名前を含める必要があります。 _

ディスク・グループ（ dg_file_spec_c ）またはボリ
ューム・グループ（ g-vg_file_spec_` ）
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要件 / オプション 引数

_name には、ディスクまたはボリュームグループの
名前を指定します

ファイルシステム (-fs_file_spec_)

_ ファイルシステムの _ 名 ファイル (-file_file_spec_)

_ NFS ファイルの _ 名 ホスト・ボリューム (-hostvol_file_spec_) また

は論理ボリューム (-lvol_file_spec_)
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要件 / オプション 引数

_ ホストまたは論理ボリュームの名前要求されたボリ
ュームとそのボリュームが含まれているディスクグ
ループの両方を指定する必要があります。たとえ
ば、 -hostvol dg3/acct_volume._ のように指定します

Snapshot コピーの名前を指定します。ローカル・ホ
ストに現在存在するコマンドプロンプトで指定した
引数のいずれかが file_dspec` である場合は ' 短い形
式の Snapshot コピー名を使用できます

ホストに _file_name 引数が存在しない場合は、
Snapshot コピー名の長い形式を使用して、ストレー
ジ・システム名、ボリューム名、 Snapshot コピー名
を入力する必要があります。Snapshot コピーに長い
名前を使用していて、コマンドプロンプトでパス名
がストレージシステムやストレージボリュームの情
報と一致しない場合、 SnapDrive for UNIX は失敗し
ます。次に、長い Snapshot コピー名の例を示しま
す。「 big_filer ： /vol/account_vol ：
snap_20031115`

場合によっては 'FILE_spec' 引数で指定された値がホ
スト上に存在しない可能性がありますたとえば ' ファ
イル・システムをアンマウントした場合や ' エクスポ
ート ' 移植解除 ' または削除によってディスク・グル
ープを削除した場合でも ' そのファイル・システムま
たはディスク・グループは 'file_spec' 引数の値になる
可能性がありますただし、存在しない値とみなされ
ます。SnapDrive for UNIX では ' 存在しない

file_spec の Snapshot コピーをリストアできます
が ' 長い Snapshot コピー名を使用する必要がありま
す

SnapDrive for UNIX では、複数のストレージ・シス
テムおよびボリュームにまたがる Snapshot コピーを
リストアする際に、存在しない「 FILE_spec 」引数
を使用すると、コマンド・ラインで不整合が発生す

ることがあります。既存の _file_spec 引数は許可
されません複数のストレージシステムの Snapshot コ
ピーからストレージエンティティを 1 つだけリスト
アする場合は、ストレージエンティティが含まれて
いるストレージシステムと同じストレージシステム
上に指定する必要はありません。

同じ Snapshot コピー名の省略形を使用すると、スト
レージ・システムおよびストレージ・システム・ボ
リューム名は省略されるため、「 snap_20031115 」
と表示されます

Snapshot コピー名（ snapname ） snap_name
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要件 / オプション 引数

「 mysnap1` 」のような短い名前、またはストレージ
・システム名、ボリューム名、 Snapshot コピー名を
含む長い名前のどちらかです。

一般的には、短縮名を使用することを推奨します。

引数 file_spec が存在しない場合 : つまり ' ホスト
上に存在しない場合 'file_spec' 引数の説明を参照して
くださいそのあとで、 Snapshot コピーに長い名前を
使用する必要があります。

`-reserve

-noreserve `

オプション： Snapshot コピーのリストア時に
SnapDrive for UNIX でスペースリザベーションを作
成する場合

「 -force 」を使用します

~ -noprompt`

~ オプション：既存の Snapshot コピーを上書きするか
どうかを指定します。このオプションを指定しない
と、既存の Snapshot コピーの名前を指定した場合に
処理が停止します。このオプションで既存の
Snapshot コピーの名前を指定すると、 Snapshot コ
ピーを上書きするかどうかの確認を求められま
す。SnapDrive for UNIX がプロンプトを表示しない
ようにするには '-nofrt' オプションも指定します(

-noprompt オプションを使用する場合は '-force オプ
ションを必ず指定する必要があります )

最後の Snapshot コピー以降に構成が変更されたディ
スク・グループをリストアする場合は ' コマンド・プ
ロンプトに -force オプションを含める必要がありま
すたとえば ' スナップショット・コピーを作成してか
らデータがディスク上でストライプされる方法を変
更した場合は '-force オプションを含める必要があり
ます「 -force 」オプションを指定しない場合、この
操作は失敗します。このオプションを使用すると '-

noprompt' オプションを指定しない限り ' 操作を続行
するかどうかを確認するメッセージが表示されます

LUN を追加または削除した場合は '-

force オプションを指定しても ' リスト
ア処理に失敗します

「トップ」 ~
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Snapshot コピーをリストアしています

SnapDrive snap restore コマンドを使用すると、 Snapshot コピーをリストアできます。
リストア処理には、リストアするデータの種類や量に応じて、数分かかることがありま
す。

手順

1. 次のコマンドを入力して、 Snapshot コピーをリストアします。

* SnapDrive snap restore -snapname_{-lun|-dg-d|-fs|-hostvol|-file ｝ file_name

[file_name …… ] [{-lun | -dg | -fs | -hostvol|-file ｝ file_spec[file_spec…] [-

force [-noprompts] [-mntopts_options_]] [{-reserve | -noreserve }]*

SnapDrive for UNIX では、 lun snap restore コマンド・ラインに指定した SnapDrive の内容が、指定した
Snapshot コピー内の LUN の内容に置き換えられます。この処理には数分かかることがあります。この処理が
完了すると、 UNIX 用 SnapDrive に「 snap restore <filespec list> succeeded 」というようなメッセージが表
示されます

次の例では、ファイルシステム 1 （ fs1 ）はストレージシステム 1 に、ファイルシステム 2 （ fs2 ）はスト
レージシステム 1 に、またパートナーストレージシステムであるストレージシステム 2 にそれぞれ存在しま
す。ファイルシステム 3 （ fs3 ）は、 HA ペアの一部ではないストレージシステム 1 、パートナーストレージ
システム 2 、およびストレージシステム 3 に配置されます。追加のファイル・システム fs4 は ' すべてストレ
ージ・システム 4 上に存在します

次のコマンドは 'fs1''fs2’fs3’fs4` の Snapshot コピーを作成します

# snapdrive snap create -fs /mnt/fs1 /mnt/fs2 /mnt/fs3 /mnt/fs4

-snapname fs_all_snap

次のコマンドは ' デスティネーション・ストレージ・システムの fs1 と fs2 をリストアしますfs1 と fs2 の両方
が HA ペア上に存在するので、次のコマンドを 1 つ実行して復元できます。

# snapdrive snap restore -fs /mnt/fs1 /mt/fs2 -snapname fs_all_snap

次のコマンドは fs4 をリストアします。

snapdrive snap restore -fs /mnt/fs4 -snapname fs_all_snap

このファイルシステムはストレージシステム 1 、ストレージシステム 2 、およびストレージシステム 3 に存
在するため、 SnapDrive for UNIX はデスティネーションストレージシステム上の fs3 をリストアできませ
ん。

別のホストからの Snapshot コピーのリストア

SnapDrive snap restore コマンドを使用して、別のホストから Snapshot コピーをリスト
アします。
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通常、 Snapshot コピーを作成したホストから Snapshot コピーをリストアできます。場合によっては、別の
ホストまたは元に戻すことなく、 Snapshot コピーをリストアする必要があります。非発信元ホストを使用し
て Snapshot コピーをリストアするには、通常使用するのと同じ SnapDrive snap restore コマンドを使用しま
す。リストアする Snapshot コピーに NFS エンティティが含まれている場合、元に戻すことができないホス
トには NFS ディレクトリへのアクセス権限が必要です。

ボリュームベース SnapRestore

SnapDrive 4.0 for UNIX 以降では、 Snapshot リストア機能がボリューム・レベルで提供
されています。ここでは、ボリュームベースの Snapshot リストアを使用して実行でき
るさまざまなストレージ処理について説明します。

ボリュームベース SnapRestore とは

Volume-Based SnapRestore （ VBSR ）は、ボリュームのストレージオブジェクトをす
べて含むボリュームをリストアします。ボリュームベースのリストアは、各ストレージ
オブジェクトを個別にリストアした場合よりも高速です。VBSR は FlexClone ボリュー
ムおよび vFiler 構成とも連動します。VBSR for vFiler は Data ONTAP 7.3 以降で使用で
きます。

SnapDrive 3.0 for UNIX 以前では、ファイルシステム、ディスクグループ、ホストボリュームなどのホスト側
エンティティ、またはアプリケーションと整合性のある Snapshot から NFS 経由で作成された通常のファイ
ルの LUN をリストアできます。SnapDrive for UNIX では、 Data ONTAP で実装される単一ファイルの Snap

リストア SFSR を使用します。SFSR は次のように機能します。

• SFSR の処理中に通常のファイルを変更する場合は、 SFSR が完了するまで中断されます。

• LUN の場合、 SFSR が LUN を利用でき、 I/O （読み取りと書き込みの両方）が許可されます。通常のフ
ァイルおよび LUN の SFSR には、リストアする LUN またはファイルのサイズによっては時間がかかる場
合があります。

したがって、 SFSR を使用した環境によっては、障害物となります。

SnapDrive 4.0 for UNIX 以降では、ボリューム・ベースの Snapshot コピーを作成できます。VBSR の処理に
かかる時間が大幅に短縮され、 CPU とストレージのリソースが不要になります。アクティブファイルシステ
ム上のすべてのデータがリストアされます。この機能は、同じ Snapshot コピーからボリューム上のすべての
LUN または通常のファイルをリストアする場合に使用できます。

ボリュームベースの Snapshot コピーは、リストア処理に使用されるボリューム Snapshot コピーのあとに作
成された Snapshot コピーがすべて削除されるため、注意が必要です。このボリュームに作成された新しいフ
ァイルと新しい LUN をすべて削除する必要があります。

ボリュームベース SnapRestore を使用する場合の考慮事項

Volume-Based SnapRestore （ VBSR ）を使用して、ポイントをいくつか念頭に置いて
おくことができます。これらの点を念頭に置くことで、 VBSR 機能を安全に使用できま
す。

次の点に注意する必要があります。

• VBSR では、ボリューム全体が Snapshot コピーが作成された時間の状態に戻ります。この時間を VBSR
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で使用できます。VBSR には次の要素が含まれます。

◦ 「 snap create 」操作時の指定したホスト・ファイル仕様のすべてのファイルおよび LUN

◦ 「 snap create 」処理中にアプリケーションと整合性のある Snapshot コピーに含まれるすべてのファ
イルと LUN 。

• VBSR では、リストアに使用された Snapshot コピーのあとに、現在のボリュームで作成された新しいフ
ァイルと LUN がすべて削除されます。

• VBSR では、リストアに使用された Snapshot コピーよりも新しい Snapshot コピーがすべて削除されま
す。

• --vbsr execute` コマンドを使用する前に '-vbsr preview コマンドを実行することをお勧めします

ボリュームベース SnapRestore の必須チェック項目です

ボリュームベースの SnapRestore を実行する前に、 SnapDrive for UNIX でシステムに
対していくつかの必須チェックが実行されます。これらのチェックは、ボリュームベー
スの SnapRestore を安全に使用するために必要です。必須チェックは、ユーザーが上書
きすることはできません。

ボリュームベースの SnapRestore を実装する前に、 SnapDrive for UNIX で実行される必須のチェック項目は
次のとおりです。

• ボリュームベースの SnapRestore は、 SnapDrive for UNIX を使用して作成された Snapshot でのみ機能
します。

• ボリュームベース SnapRestore 内のボリュームをストレージシステムのルートボリュームにすることは
できません。

• SnapDrive for UNIX はボリュームクローンをチェックします。新しい Snapshot コピーにボリュームクロ
ーンが含まれている場合は、ボリュームリストア処理は実行できません。これは Data ONTAP の制限事項
です。

• ボリュームベース SnapRestore 内のボリュームに、リストア用に指定した LUN （ファイルシステム、デ
ィスクグループ、またはホストボリューム内の raw LUN ）以外のマッピングされた LUN がないようにし
ます。

• SnapDrive for UNIX は、ボリュームが SnapMirror 関係にあるかどうかをチェックします。

• SnapDrive for UNIX は、ボリュームが SnapVault 関係にあるかどうかをチェックします。

SnapDrive for UNIX が RBAC に Operations Manager を使用しており、ユーザに
SD.snapshot.DisruptBaseline 機能が割り当てられている場合、 SnapMirror と SnapVault のチェックは無視で
きます。これらのチェックを無効にするための RBAC 機能の詳細については、 SnapDrive for UNIX のロール
ベースアクセス制御を参照してください。

• 関連情報 *

SnapDrive for UNIX でのロールベースアクセス制御

ユーザーがオーバーライドできるチェック

ボリューム・ベースの SnapRestore を実行する前に 'UNIX 用 SnapDrive は '-force オプ
ションを使用してユーザーが上書きできるチェックをいくつか実行しますこれらのチェ
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ックは、ボリュームベースの SnapRestore を安全に使用するために必要です。

システムが実行するさまざまなチェックに従うことをお勧めしますが ' これらのチェックは '-force オプション
を使用してオーバーライドできます

次の SnapDrive for UNIX のボリュームベースの SnapRestore チェックを無効にできます。

• SnapDrive for UNIX は、 crash-consistent でない Snapshot コピー内の LUN をチェックしま
す。Snapshot コピー内にアプリケーションと整合性のない LUN が見つかった場合は、警告が表示されま
す。

• SnapDrive for UNIX は、 Snapshot コピーの作成後に作成されたアクティブボリュームに LUN が追加され
ているかどうかをチェックします。SnapDrive for UNIX で追加の LUN が検出されると、アクティブボリ
ューム内のそれらの LUN も失われることを警告するメッセージが表示されます。

• SnapDrive for UNIX は、新しい Snapshot コピーをチェックします。これらの新しい Snapshot コピーは
リストアされず、失われます。

• SnapDrive for UNIX は、ボリューム内の通常のファイル（ローカルホストから認識されるファイル）をチ
ェックします。

• SnapDrive for UNIX は、 NFS エクスポートをチェックします。

• SnapDrive for UNIX は CIFS 共有をチェックします。

SnapDrive 3.0 for UNIX 以前を使用して作成された Snapshot コピーについては、ボリュームベースの
SnapRestore プレビューで前述の 2 つのチェックを実行することはできません。「 -force 」オプションを指
定した場合は、ボリューム・ベースの SnapRestore 実行中に、これらのチェックに不合格になり続行するよ
うにプロンプト・メッセージが表示されます。

volume-based SnapRestore コマンドの略

このセクションでは、ボリュームベースの SnapRestore を使用するためのコマンドとオ
プションについて説明します。

ボリューム・ベースの SnapRestore を選択するために 'snap restore CLI に -vbsr オプションが追加されまし
た次のコマンド構文を使用して、ボリュームベースの SnapRestore を使用してリストアを実行します。

snapdrive snap restore {-lun | -dg | -vg | -hostvol |

-lvol | -fs |-file} file_spec [file_spec ...] [{-lun | -dg |

-vg | -hostvol | -lvol | -fs -file} file_spec [file_spec ...]

...] -snapname snap_name [-force [-noprompt]][{-reserve |

-noreserve}]

[-vbsr [execute | preview]]

引数に -vbsr が指定されていない場合、デフォルトの出力は「 preview 」オプションの出力になります。「
-verbose 」オプションを使用すると、ユーザが上書きできるすべての必須チェックの詳細な出力が可能にな
ります。「 -verbose 」オプションを指定しない場合のデフォルトの出力には、失敗したチェックの結果が表
示されます。

ボリューム・ベースの SnapRestore の実行中に確認メッセージが表示されないようにするには 'snap restore

-vbsr execute' コマンドで -noprompt` オプションと -force オプションを使用します次の表に、 SnapDrive for

UNIX の動作をオプションによって示します。
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S.N. -vbsr を実行します [-force] -noprompt 結果

1. いいえ 該当なし 該当なし プレビューモードが
デフォルトモードで
す。すべてのチェッ
クが実行され、各チ
ェックのレポートが
生成されます。

2. はい。 いいえ いいえ すべてのチェックが
実行されます。ユー
ザが上書き可能な必
須チェックが失敗し
た場合、 SnapDrive

for UNIX にエラーメ
ッセージが表示され
ます。

3. はい。 はい。 いいえ すべてのチェックが
実行されます。必須
チェックのいずれか
が失敗すると、
SnapDrive for UNIX

にエラーメッセージ
が表示されます。ユ
ーザがオーバーライ
ドできるチェックが
失敗すると、
SnapDrive for UNIX

のプロンプトが表示
されます。

4. はい。 はい。 はい。 すべてのチェックが
実行されます。必須
チェックのいずれか
が失敗すると、
SnapDrive for UNIX

にエラーメッセージ
が表示されます。ユ
ーザがオーバーライ
ドできるチェックが
失敗した場合、
SnapDrive for UNIX

はプロンプトを表示
しません。

ローカルホストまたはリモートホストにマッピングされた LUN に関する情報

ボリュームベースの SnapRestore の実行中にボリュームから SnapDrive for UNIX に使
用できるマッピング情報は、 LUN のイニシエータグループ情報のみです。ユーザが使用
するイニシエータグループが常に SnapDrive for UNIX で作成される場合、ホストの完全

28



修飾ドメイン名は igroup 名の一部となります。

SnapDrive for UNIX の管理者が '-igroup CLI オプションを指定している場合 ' または手動で作成したイニシエ
ータ・グループを使用している場合 'igroup' 名には必ずしもホスト名が含まれている必要はありませんこれま
での理由から、 SnapDrive for UNIX では、 LUN のローカルバインドまたはリモートバインドを確実に検出で
きません。そのため、 SnapDrive for UNIX では、ボリュームベースの SnapRestore の一部として LUN のイ
ニシエータグループとイニシエータのすべての情報が表示されます。

特定のボリュームのホスト・ファイル仕様情報

SnapDrive for UNIX as part of volume restore preview レポートには、 LUN マッピング
情報が表示されます。この情報はチェックに関連して表示され、通常のファイルは復元
されます。特定のボリューム上の LUN に基づくすべてのホストファイルを検出すると時
間がかかり、ボリュームのリストアプロセスの速度が低下します。

特定のストレージ・システム・ボリュームにマッピングされたローカル・ホストのホスト・ファイル仕様情報
を確認するには、 SnapDrive storage show -filol <full-volume-name>` を使用します。この例を次に示します。
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#snapdrive storage show -filervol bart:/vol/volusecase2

Connected LUNs and devices:

 device filename        adapter path    size    proto   state   clone

lun path           backing snapshot

----------------        ------- ----    ----    -----   -----   -----

--------                        ----------------

/dev/sdg                  -     P       100m    iscsi   online   No

bart:/vol/volusecase2/lun5          -

Host devices and file systems:

dg: vbsrfs_1_SdDg               dgtype lvm

hostvol: /dev/mapper/vbsrfs_1_SdDg-vbsrfs_1_SdHv        state: AVAIL

fs: /dev/mapper/vbsrfs_1_SdDg-vbsrfs_1_SdHv     mount point: /mnt/vbsrfs_1

(persistent) fstype jfs2

 device filename     adapter path    size    proto   state   clone   lun

path           backing snapshot

----------------        ------- ----    ----    -----   -----   -----

--------                        ----------------

/dev/sdbe                 -     P       100m    iscsi   online   No

bart:/vol/volusecase1/lun9_0        -

/dev/sdbf                 -     P       100m    iscsi   online   No

bart:/vol/volusecase2/lun4_0        -

raw device: /dev/sdbr1  mount point: /mnt/fs11 (persistent) fstype jfs2

 device filename     adapter path    size    proto   state   clone   lun

path           backing snapshot

----------------        ------- ----    ----    -----   -----   -----

--------                        ----------------

/dev/sdbr                 -     P       200m    iscsi   online   No

bart:/vol/volusecase2/fs11_SdLun    -

NFS device: bart:/vol/volusecase1        mount point: /mnt/volusecase1

(non-persistent)

LUNs not connected to this host:

 lun path                                           size   state

 -----------------------------               ------ ------

 bart:/vol/volusecase2/lunotherhost 20m   online
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ボリュームベースの SnapRestore ：スペースリザベーションに使用します

ボリューム・ベースのスナップ・リザーブを使用したスペース・リザベーションの場合
は 'napdrive.conf ファイルのオプション space-reservation-volume-enabled' を設定する
必要があります

「 _space-reservation-volume -enabled _ 」オプションは、ボリュームのスペース・ギャランティ・ポリシー
を設定するために使用され、次の 3 つの値を使用できます。

• * スナップショット * ：これがデフォルト値です。ボリュームのスペースギャランティは変更されませ
ん。

• * volume * ：ボリュームのスペースギャランティはボリュームレベルです。

• * none * ：スペースギャランティは none に設定されています。

次の表に、スペースリザベーションでのボリュームベースのスナップリザーブの動作を示します。

スペース予約 CLI

オプションは使用されません。「
-vbsr execute
」が指定されています

space-reservations -volume

-enabled=
結果

なし スナップショット ボリュームのスペースギャランテ
ィは変更されません。

なし なし ボリュームのスペース・ギャラン
ティを「 none 」に設定します。

「 -reserve 」をクリックします 設定値が上書きされました ボリュームのスペースギャランテ
ィを「 volume 」に設定します。

「 -noreserve 」を適用します 設定値が上書きされました ボリュームのスペースギャランテ
ィを「 none 」に設定します。

なし ボリューム ボリュームのスペースギャランテ
ィを「 volume 」に設定します。

「 -vbsr preview 」では、スペース予約オプションは確認されません。

Snapshot コピーへの接続

あるホストから別のホストに Snapshot コピーを接続できます。

SnapDrive for UNIX では、ホスト上の別の場所から Snapshot コピーにホストを接続できます。この新しい場
所は、 Snapshot コピーを作成したホスト（元のホスト）または別のホスト（元のホスト以外）に設定できま
す。

新しい場所に Snapshot コピーをセットアップできるので、 Snapshot コピーを別のメディアにバックアップ
したり、ディスクグループのメンテナンスを実施したり、データの元のコピーを中断せずに Snapshot コピー
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データにアクセスしたりできます。

このコマンドを使用すると、次のいずれかを含む Snapshot コピーにホストを接続できます。

• LUN

• LUN 上に直接作成されるファイルシステム

• LUN 上に作成されたディスクグループ、ホストボリューム、およびファイルシステム

• NFS ディレクトリツリー

• 共有ストレージシステム上のディスクグループ、ホストボリューム、およびファイルシステム

SnapDrive snap connect コマンドの仕組み

SnapDrive snap connect コマンドを使用すると ' 指定したエンティティのストレージの
クローンが作成され ' ホストにインポートされます

• LUN （「 -lun' 」）を含む Snapshot コピーを指定すると、 SnapDrive for UNIX はその LUN の新しいコピ
ーをホストにマッピングします。SnapDrive snap connect コマンドを使用して ' 他のストレージ・エンテ

ィティー (-vg’-dg’-fs'-lvol’または `-hostvol') と同じコマンド・ライン上の LUN を指定することはできま
せん

• LUN に直接存在するファイルシステムを指定すると、 SnapDrive for UNIX によって LUN がホストにマッ
ピングされ、ファイルシステムがマウントされます。

• 「 snap connect 」コマンドで相対パス名としてソースマウントポイントを指定した場合、 SnapDrive for

UNIX は CLI で指定されたデスティネーションマウントポイントを無視し、「 source_mount_point_<N>

」という形式の内部命名規則を使用してデスティネーションマウントポイントに名前を付けます。

• ディスク・グループを含むスナップショット・コピー ' またはディスク・グループの一部であるホスト・
ボリュームまたはファイル・システムを指定する場合は ' SnapDrive snap connect コマンドを使用してタ
ーゲット・ディスク・グループ全体を接続します接続を確立するために、 SnapDrive for UNIX はターゲッ
トディスクグループのすべての論理ボリュームを再アクティブ化し、論理ボリューム上のすべてのファイ
ルシステムをマウントします。

• 「 snap connect 」コマンドで「 autorname 」オプションを指定すると、ホストボリュームとファイルシ
ステムの名前は常に変更されます。ディスクグループの名前は、ホストにすでに存在する場合にのみ変更
されます。

• NFS ディレクトリ・ツリーを含む Snapshot コピーを指定すると、 SnapDrive for UNIX により、 NFS デ
ィレクトリ・ツリーを含む FlexVol ボリュームのクローンが作成されます。次に、 SnapDrive for UNIX が
ボリュームをホストに接続し、 NFS ファイルシステムをマウントします。ディレクトリツリー内で、
SnapDrive for UNIX を使用すると、 Snapshot コピーの作成後に作成した新しい NFS ファイルまたはディ
レクトリがすべて削除されます。「 snapmirror-nfs-removedirectories 」設定オプションが on に設定され
ている場合、 FlexVol for UNIX は、接続する NFS ディレクトリ外のファイルまたはディレクトリを
SnapDrive ボリュームから削除します。

• NFS ディレクトリ・ツリーを含む Snapshot コピーを -readonly オプションを使用して接続する場合、
SnapDrive for UNIX は、クローンを作成することなく、ディレクトリの Snapshot コピーを直接マウント
します。SnapDrive snap connect コマンドを使用して 'NFS 以外のエンティティと同じコマンド・ライン
上の NFS マウントポイントを指定することはできませんつまり '-vg’-dg’`-fs'-lvol'-hostvol' のいずれかのオ
プションを使用します

vFiler 環境では '-split' オプションを使用したスナップ接続操作は Data ONTAP 7.3 以降でサポ
ートされています
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ミラーリングされたストレージシステム上の Snapshot コピーを接続します

ミラーリングされたストレージシステム上の Snapshot コピーの場合、ソースストレー
ジシステムとデスティネーションシステムの Snapshot コピーを接続できます。

ミラーリングされたストレージシステム上に Snapshot コピーを作成すると、その Snapshot コピーが作成さ
れたソースシステムからデスティネーション（ミラーリングされた）ストレージシステムに、 Snapshot コピ
ーが自動的にレプリケートされます。SnapDrive for UNIX では、ソース・ストレージ・システム上の
Snapshot コピーを接続できます。デスティネーションストレージシステム上の Snapshot コピーを接続する
こともできます。

複数のストレージエンティティを接続する

複数のストレージエンティティを含む Snapshot コピーを接続することができます。

複数のデスティネーションストレージシステムに存在するストレージエンティティを含む Snapshot コピーを
接続するには、次の要件を満たす必要があります。

• コマンドプロンプトで指定するストレージエンティティは、単一のストレージシステムまたは HA ペア上
に存在する必要があります。

• ソースストレージシステムのボリューム名は、デスティネーションストレージシステムのボリューム名と
一致している必要があります。

• snapdrive.conf ファイルの snapmirror-dest-mmultiple -fileervolumes-enabled 変数を 'on `"

に設定する必要があります

1 つのストレージシステムまたは HA ペア上のストレージエンティティを 1 つのコマンドで接続できます。

Snapshot 接続および Snapshot のリストア処理

Snapshot コピーは、 Snapshot コピーへの接続時に情報のクローンを作成します。

Snapshot リストア処理とは異なり、 Snapshot 接続処理では、ホストエンティティを構成する LUN の既存の
内容が Snapshot コピーの内容で置き換えられることはありません。情報のクローンを作成します。

接続が確立されると、 Snapshot 接続処理と Snapshot リストア処理の両方で同様の処理が実行されます。

• Snapshot 接続処理では、ストレージエンティティの論理ボリュームがアクティブ化され、ファイルシス
テムがマウントされます。必要に応じて、ホストファイルシステムテーブルにエントリを追加することも
できます。

• Snapshot のリストア処理を実行すると、ストレージエンティティの論理ボリュームがアクティブ化さ
れ、ファイルシステムがマウントされ、 Snapshot コピーで保持されていたホストファイルシステムのマ
ウントエントリが適用されます。

Snapshot コピーを接続する場合のガイドラインを次に示します

Snapshot コピーに接続するときは、次のガイドラインに従ってください。

• SnapDrive snap connect コマンドは、 SnapDrive 4.2 for UNIX で作成された Snapshot コピーに対しての
み機能します。
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• 元のホスト上では、以前のバージョンの SnapDrive for UNIX で作成された Snapshot コピーの接続とリス
トアが SnapDrive for UNIX でサポートされます。

• NFS ディレクトリ・ツリーへの読み取り / 書き込みアクセスの場合、 SnapDrive snap connect コマンド
は Data ONTAP FlexVol ボリューム機能を使用するため、 Data ONTAP 7.3 以降が必要です。Data

ONTAP 7.1 を使用した設定では、 NFS ファイルやディレクトリツリーを接続できますが、読み取り専用
アクセスが提供されます。

• SnapDrive 接続処理中にコンフィギュレーション変数の enable-split-clone` を on または 'Sync に設定し
'Snapshot 切断処理中に off' を設定した場合 'UNIX 用 は Snapshot コピーに存在する元のボリュームまた
は LUN を削除しません

• Data ONTAP 7.2.2 の構成オプション vfiler の値を設定する必要があります。vFIler ユニット内のボリュー
ムまたは LUN の Snapshot コピーに接続するには 'vol_clone_zapi_allow' を "'`" に設定します

• ホスト構成が異なるホストでは、 Snapshot 接続処理はサポートされていません。

• Data ONTAP ではルート・ボリュームのクローンを作成できないため、物理ストレージ・システムまたは
vFiler ユニットのルート・ボリュームへの接続に使用する SnapDrive snap connect コマンドは失敗しま
す。

SnapDrive snap connect コマンドの使用に必要な情報

Snapshot コピーに接続するには、ストレージエンティティの種類を確認し、 NFS ディ
レクトリツリーを使用して Snapshot コピーを Data ONTAP 7.3 構成に接続します。

次の表に、 SnapDrive snap connect コマンドを使用するときに入力する必要がある情報を示します。

「 snap connect 」操作には、 Veritas を使用する AIX 上で vximport を実行するための Storage

Foundation Enterprise ライセンスが必要です。
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要件 / オプション 引数

Snapshot コピーの接続に使用するストレージエンテ
ィティのタイプを決定し、そのエンティティの名前
を適切な引数で指定します。これは '`src_fspec` 引数
の値です

• LUN の Snapshot コピーを接続する場合は、指定
した LUN が SnapDrive for UNIX で接続されま
す。コマンド・ラインで '-lun' オプションを使用
するには '-vg’-dgd’`-fs'`lvol''-hostvol' オプションを
指定しますLUN の省略形は、 lun_name または
qtree_name / lun_name の形式で指定できます。

• LUN に直接作成されたファイルシステムの
Snapshot コピーを接続する場合、 SnapDrive for

UNIX はファイルシステムを含む LUN を接続しま
す。

• ホストボリュームまたはファイルが指定されたデ
ィスクグループの Snapshot コピーを接続する
と、引数がストレージシステム上の一連のディス
クグループに変換されます。SnapDrive for UNIX

では、エンティティが含まれているディスクグル
ープ全体を接続します。これは、エンティティが
ホストボリュームまたはファイルシステムである
場合も同様です。

• NFS ファイルシステムの Snapshot コピーを接続
すると、引数は NFS ディレクトリツリーに変換
されます。SnapDrive for UNIX では、ボリューム
の FlexClone が作成され、 Snapshot コピーで指
定されていないディレクトリツリーが削除され、
NFS ディレクトリツリーが接続されてマウント
されます。NFS マウント・ポイントを指定する
場合は ' 同じコマンド・ラインで非 NFS エンテ
ィティー（ -vg’-dgd’`-fs'`-lvol'-hostvol ）を指定す
ることはできません

SnapDrive for UNIX では、マウン
トポイントレベルでのシンボリッ
クリンクはサポートされていませ
ん。

LUN （ -lun_file_spec_ ）

_ LUN の略称。 _ s_lun_name_ には 'snapname_long_snap_name_`

に存在する LUN を指定します短縮形の LUN_name

が必要です。ストレージシステムまたはストレージ
システムボリュームの名前は指定できませ

ん。d_lun_name は、 LUN が接続されている名前を
指定します。省略形の「 LUN_name 」は必須です。
ストレージシステムまたはストレージシステムボリ
ュームの名前は指定できません。「 d_lun_name` 」
を指定する必要があります
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要件 / オプション 引数

ディスク・グループ（ dg_file_spec_` ）またはボリ
ューム・グループ（ g-vg_file_spec_` ）

_name には、ディスクまたはボリュームグループの
名前を指定します

ファイルシステム (-fs_file_spec_) _ ファイルシステムの _ 名

ホスト・ボリューム (-hostvol_file_spec_) また

は論理ボリューム (-lvol_file_spec_)

_ ホスト名または論理ボリューム _

NFS ディレクトリツリーを使用して Data ONTAP 7.3

構成に Snapshot コピーを接続する。

• Data ONTAP 7.3 以降のバージョンの Data

ONTAP と従来の（ FlexVol ではなく）ボリュー
ムを使用する設定の場合、このオプションを指定
して、 Snapshot コピーを読み取り専用アクセス
で接続する（必須）必要があります。

• Data ONTAP 7.3 以降および FlexVol ボリューム
を使用している構成では、 SnapDrive for UNIX

が自動的に読み取り / 書き込みアクセスを提供し
ます。このオプションは、アクセスを読み取り専
用に制限する場合にのみ指定します（オプション
）。

• 読み取り専用

読み取り専用アクセス権の設定 _ オプション：ストレージエンティティが接続された
あとにターゲットエンティティにアクセスする際に
使用する名前を指定します。SnapDrive for UNIX で
は、この名前を使用してデスティネーションエンテ
ィティが接続されます。これは 'dest_file_spec_` 引
数です

この名前を省略した場合 'snap connect コマンドは
'src_fspec` に指定した値を使用します

ターゲットエンティティの名前 ddest_file_spec
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要件 / オプション 引数

オプション：デスティネーションストレージエンテ
ィティの名前を指定します。この情報を
'dest_fspec/src_fspec_' ペアの一部として含めた場合
は ' ここに入力する必要はありません

デスティネーション・ストレージ・エンティティの
名前を指定するには '-dest_fspec/src_fspec_` ペアの
一部でない場合に '-destxx オプションを使用しますた
とえば '-fs' オプションでは ' デスティネーション・マ
ウント・ポイントのみを指定するため '-ddestdg オプ
ションを使用してデスティネーション・ディスク・
グループを指定できます

ターゲット・ディスク・グループ内のエンティティ
の接続に必要な名前を指定しない場合 ' SnapDrive

snap connect コマンドはソース・ディスク・グルー
プから名前を取得します

コピー先ディスクグループのエンティティを接続す
るために必要な名前を指定しない場合、「 snap

connect 」コマンドはソースディスクグループから名
前を取得します。その名前を使用できない場合 ' コマ
ンド・プロンプトに --autorname' を指定しない限り '

操作は失敗します

デスティネーション・ディスク・グループ（
-destddg ）またはデスティネーション・ボリューム
・グループ（ -destvg ）

dgname デスティネーション論理ボリューム (-ddestlv') 

またはデスティネーション・ホスト・ボリューム (
-desthv`)

lvname Snapshot コピーの名前を指定します。ストレージ・
システム名、ボリューム名、 Snapshot コピー名を入
力する場合は、長い形式の名前を使用します。

Snapshot コピー名（ snapname ） long_snap_name

「 -nopersist` 」 ~
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要件 / オプション 引数

オプション：ホストファイルシステムテーブルにエ
ントリを作成せずに、 Snapshot コピーを新しい場所
に接続します。

• -nosist` オプションを使用すると ' ホスト・ファ
イル・システム・テーブルにエントリを作成する
ことなく ' スナップショット・コピーを新しい場
所に接続できますSnapDrive for UNIX のデフォル
トでは、永続マウントが作成されます。つまり、
次のことが可能です。

◦ AIX ホストで Snapshot コピーを接続する
と、 SnapDrive for UNIX によってファイルシ
ステムがマウントされ、ホストのファイルシ
ステムテーブルにそのファイルシステムを構
成する LUN のエントリが作成されます。

◦ NFS ディレクトリ・ツリーを含む Snapshot

コピーを接続する場合には '-nosist' を使用で
きません

`-reserve

-noreserve ` ~

オプション：スペースリザベーションを作成するか
どうかに関係なく、 Snapshot コピーを新しい場所に
接続します。

igroup 名（「 -igroup 」）

ig_name オプション： igroup 名を指定する代わりに、デフォ
ルトの igroup を使用することを推奨します。

 — 自動展開 ~
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要件 / オプション 引数

ボリューム・グループへの接続時に入力する必要の
ある情報量を短縮するには ' コマンド・プロンプトに
-autoconfigure オプションを含めますこのオプション
を使用すると、ボリュームグループ内の論理ボリュ
ームまたはファイルシステムのサブセットにのみ名
前を付けることができます。その後、ディスクグル
ープ内の残りの論理ボリュームまたはファイルシス
テムへの接続を拡張します。このようにして、各論
理ボリュームやファイルシステムを指定する必要は
ありません。SnapDrive for UNIX では、この情報を
使用してデスティネーションエンティティの名前を
生成します。

このオプションでは、コマンドプロンプトで指定し
た各ディスクグループと、グループ内のすべてのホ
スト LVM エンティティが環境に設定されます。
-autodomexpand オプション（デフォルト）を使用し
ない場合は ' ディスク・グループ全体を接続するため
に ' そのディスク・グループに含まれるすべての影響
を受けるホスト・ボリュームとファイル・システム
を指定する必要があります

入力した値がディスクグループの場合
は、ディスクグループの接続先を
SnapDrive for UNIX が認識しているた
め、すべてのホストボリュームまたは
ファイルシステムを入力する必要はあ
りません。

このオプションを指定する場合は、 -autorname` オ
プションも指定することを推奨します。
-autostoexpand オプションで LVM エンティティのコ
ピー先を接続する必要があるが ' 名前がすでに使用さ
れている場合は '-autorname' オプションがコマンド
・プロンプトにない限り ' コマンドは失敗します

コマンドプロンプトで参照されるすべてのディスク
グループ（ホストボリューム自体またはファイルシ
ステムの指定）で LVM ホストボリュームの一部を指
定していないと、 -autoconfigure を省略した場合、コ
マンドは失敗します。

-autorname ~
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要件 / オプション 引数

--autorename' オプションを指定せずに --autoexpand

オプションを使用すると 'LVM エンティティのコピー
先のデフォルト名が使用されている場合 'snap

connect コマンドは失敗します-autorname' オプショ
ンを指定すると 'UNIX 用 SnapDrive は ' デフォルト
名が使用中のときにエンティティの名前を変更しま
すつまり、コマンドプロンプトで -autorname オプシ
ョンを指定すると、必要な名前がすべて使用可能か
どうかに関係なく、 Snapshot 接続操作が続行されま
す。

このオプションでは、コマンドプロンプトで指定し
たすべてのホスト側エンティティを環境します。

コマンド・プロンプトに --autorname` オプションを
含めると ' そのオプションを含めない場合でも
-autoconfigure オプションを意味します

「 -split` 」

~ Snapshot 接続処理と Snapshot 切断処理の際に、ク
ローンボリュームまたは LUN をスプリットできま
す。

「トップ」 ~

LUN を含む Snapshot コピーへの接続

SnapDrive snap connect コマンドを使用すると、 LUN を含む Snapshot コピーに接続で
きます。

手順

1. 次のコマンド構文を入力して、 LUN を含む Snapshot コピーに接続します。

* SnapDrive snap connect -lun_s_lun_name d_lun_name d_[[-lun]s_lun_name

d_lun_name d_lun_name - snapname_long_snap_name_[-igroup_ig_name_[ig_name…] [-

split]*

s_lun_name および _d_lun_name の形式は、 lun_name または qtree_name / lun_name で
す。

SnapDrive for UNIX では、指定した LUN のクローンを作成し、新しい場所に接続します。

次の例では、 hornet/vol/vol1/tuesdaysnapshot 内の LUN mylun1 を mylun1copy に接続します。
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# ./snapdrive snap connect -lun mylun1 mylun1copy -snapname

hornet:/vol/vol1:tuesdaysnapshot

connecting hornet:/vol/vol1/mylun1:

LUN copy mylun1copy ... created

(original: hornet:/vol/vol1/mylun1) mapping new lun(s) ... done

discovering new lun(s) ... done

次の例では、 mylun1 と mylun2 という 2 つの LUN を、それぞれ mylun1copy と mylun2copy に接続します。

# ./snapdrive snap connect -lun mylun1 mylun1copy -lun mylun2

mylun2copy -snapname hornet:/vol/vol1:tuesdaysnapshot

connecting hornet:/vol/vol1/mylun1:

LUN copy mylun1copy ... created

(original: hornet:/vol/vol1/mylun1)

mapping new lun(s) ... done

connecting hornet:/vol/vol1/mylun2:

LUN copy mylun2copy ... created

(original: hornet:/vol/vol1/mylun2)

mapping new lun(s) ... done

discovering new lun(s) ... done

LUN 以外のストレージエンティティの Snapshot コピーへの接続

lun snap connect コマンドを使用すると、 SnapDrive 以外のストレージ・エンティティ
を含む Snapshot コピーに接続できます。指定したデスティネーション名が現在使用さ
れている場合や、マウントポイントとして使用されるファイルシステム名がある場合
は、このコマンドは使用できません。

デフォルトのマウント「 QIO 」オプションを使用してマウントされた VxFS ファイルシステムを含む
Snapshot コピーに非発信ホストから接続する場合は、 Veritas File Device Driver （ VxFDD ）用の Veritas ラ
イセンスをインストールする必要があります。

手順

1. 次のコマンドを入力します。

`* SnapDrive snap connect-snapname fspec_set[fspec_set…] - snapname_long_snap_name_[-

igroup_ig_name_[ig_name…] [-autostrine] [-autorename] [-nopersist] [{-reserve | -noreserve }] [-readonly ]

[-split] *

上記の使用方法では 'fspec_set は次の形式になります

{ -dg|-fs|-hostvol} src_file_dspec[deste_file_dspec][{-dvmd|-destvg }_ddgname_][{-dlv|-desv }

lvname`

このコマンドは ' 常に接続するストレージ・エンティティの名前で開始する必要があります（たとえば '-

ddg-'-hostvol'`-fs` ）NFS マウントポイントを指定する場合は ' 同じコマンド・ラインで非 NFS エンティ
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ティー（ -vg’-dgd’`-fs'`-lvol'-hostvol ）を指定することはできません

SnapDrive for UNIX では、指定した LUN のクローンを作成し、新しい場所に接続します。

次のコマンドラインでは、ディスクグループを接続し、デフォルト名をデスティネーション名として使用しま
す（つまり、ソース名からディスクグループが作成されます）。

# snapdrive snap connect -vg vg1 -snapname

filer1:/vol/vol1:vg1snapshot

connecting vg1:

LUN copy vg1_lun1_0 ... created

(original: filer1:/vol/vol1/vg1_lun1)

mapping new lun(s) ... done

discovering new lun(s) ... done

Importing vg1

次のコマンドラインでは、ディスクグループと単一のホストボリュームを接続します。デスティネーションホ
ストボリュームとディスクグループの名前も指定します。

# snapdrive snap connect -lvol vg1/vol1 vg1copy/vol1copy -snapname

filer1:/vol/vol1:vg1snapshot

connecting vg1:

LUN copy vg1_lun1_0 ... created

(original: filer1:/vol/vol1/vg1_lun1)

mapping new lun(s) ... done

discovering new lun(s) ... done

Importing vg1copy

次のコマンドラインでは、 1 つのディスクグループを 2 つの LUN と 2 つのファイルシステムに接続していま
す。各ファイルシステムのデスティネーション名、いずれかのファイルシステムのホストボリューム、および
両方のファイルシステムのディスクグループを指定します。

# snapdrive snap connect -fs mnt/fs1 /mnt/fs1copy -destvg vg1copy \

-fs /mnt/fs2 /mnt/fs2copy -destlv vg1copy/vol2copy -destvg vg1copy

\ -snapname filer1:/vol/vol1:vg1snapshot

connecting vg1:

LUN copy vg1_lun1_0 ... created

(original: filer1:/vol/vol1/vg1_lun1)

LUN copy vg1_lun2_0 ... created

(original: filer1:/vol/vol1/vg1_lun2)

mapping new lun(s) ... done

discovering new lun(s) ... done

Importing vg1copy
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次のコマンド・ラインを使用すると、 2 つのファイル・システムがディスク・グループに接続されるため、
-autoexpand オプションが含まれます。デフォルト名がデスティネーション名として使用されます（つまり、
ソース名から作成されます）。

# snapdrive snap connect -lvol mnt/fs1 -snapname

filer1:/vol/vol1:vg1snapshot \

-autoexpand

connecting vg1:

LUN copy vg1_lun1_0 ... created

(original: filer1:/vol/vol1/vg1_lun1)

LUN copy vg1_lun2_0 ... created

(original: filer1:/vol/vol1/vg1_lun2)

mapping new lun(s) ... done

discovering new lun(s) ... done

Importing vg1

次のコマンド・ラインは '2 つのファイル・システムと 2 つの LUN を持つディスク・グループを接続する際に
'-autorname' オプションを含みます

# snapdrive snap connect -fs mnt/fs1 -snapname

filer1:/vol/vol1:vg1snapshot \

-autorename

connecting vg1:

LUN copy vg1_lun1_0 ... created

(original: filer1:/vol/vol1/vg1_lun1)

LUN copy vg1_lun2_0 ... created

(original: filer1:/vol/vol1/vg1_lun2)

mapping new lun(s) ... done

discovering new lun(s) ... done

Importing vg1_0

次の例では、 LVM スタック上に作成されたファイルシステムとディスクグループを使用して Snapshot コピ
ーに接続します。
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# snapdrive snap connect -fs /mnt/jfs1 /mnt/jfs1_clone -snapname

snoopy:/vol/vol1:snapLvm -autorename

connecting lvm1:

LUN copy lunLvm1_0 ... created

(original: snoopy:/vol/vol1/lunLvm1)

mapping new lun(s) ... done

discovering new lun(s) ... done

Importing lvm1_0

Successfully connected to snapshot snoopy:/vol/vol1:snapLvm

disk group lvm1_0 containing host volumes

jfs1_SdHv_0 (filesystem: /mnt/jfs1_clone)

次の例では、ファイルシステム 1 （ fs1 ）はストレージシステム 1 に、ファイルシステム 2 （ fs2 ）はスト
レージシステム 1 に、ストレージシステム 2 はパートナーストレージシステムであるストレージシステム 2

にそれぞれ存在します。ファイルシステム 3 （ fs3 ）は、 HA ペアの一部ではないストレージシステム 1 、パ
ートナーストレージシステム 2 、およびストレージシステム 3 に配置されます。追加のファイル・システム
fs4 は ' すべてストレージ・システム 4 上に存在します

次に、 fs1 、 fs2 、 fs3 、および fs4 の Snapshot コピーを作成するコマンドを示します。

snapdrive snap create -fs /mnt/fs1 /mnt/fs2 /mnt/fs3 /mnt/fs4

-snapname fs_all_snap

次のコマンドでは、宛先ストレージシステムの fs1 と fs2 を接続します。fs1 と fs2 の両方が HA ペア上に存
在するので、次のコマンドを 1 つ実行して復元できます。

snapdrive snap connect -fs /mnt/fs1 /mt/fs2 -snapname fs_all_snap

次のコマンドは fs4 をリストアします。

snapdrive snap connect -fs /mnt/fs4 -snapname fs_all_snap

このファイルシステムはストレージシステム 1 、ストレージシステム 2 、およびストレージシステム 3 に存
在するため、 SnapDrive for UNIX は、デスティネーションストレージシステムの fs3 に接続できません。

LUN 以外の共有ストレージエンティティの Snapshot コピーへの接続

lun snap connect コマンドを使用すると、 SnapDrive 以外の共有ストレージ・エンティ
ティの Snapshot コピーに接続できます。

手順

1. 次のコマンドを入力します。
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* SnapDrive snap connect_fspec_set_[fspec_set…] - snapname_long_snap_name_*

'*fspec_set[fspec_set…] - snapname_long_snap_name_[-deviceType shareed] [-split] *

この構文では '`fspec_set_dis: {-dg|-fs}_src_file_spec[ddest_file_spec][-destd_dg_name_] を指定
します

ボリュームクローンまたは LUN クローンをスプリットします

SnapDrive for UNIX では、ボリュームクローンまたは LUN クローンをスプリットできま
す。クローンスプリットが完了すると、親ボリュームとクローンの関係が破棄され、両
方のエンティティが相互に独立していて、それぞれのストレージスペースがあります。

クローンスプリット処理は次のとおりです。

• ボリュームクローンまたは LUN クローンのディスクスペースを概算します（ MB 単位）。

• ボリュームクローンまたは LUN クローンをスプリットします。

• ボリュームクローンまたは LUN クローンスプリットを停止します。

• 実行中、完了、または失敗したクローンスプリットのステータスを表示します。

• ボリュームクローンをスプリットすると、クローンボリューム内のすべての Snapshot コピ
ーが削除されます。

• クローニングされたボリューム内に Snapshot コピーが作成されているかどうかを確認する
には、ファイル仕様をスプリットする前に clone split estimate コマンドを実行する必要が
あります。

• すべてのクローン・スプリット・コマンドでは、長い LUN 名のみを「 -lun 」オプションで
指定する必要があります。他のストレージ・エンティティ（ -vg 、 -dg 、 -fs 、 -lvol 、ま
たは -hostvol オプション）と同じコマンド・ラインで「 -lun' 」オプションを指定すること
はできません。

• clone split コマンドでは、ファイル指定の絶対パス名を必ず使用する必要があります。

• Snapshot を使用した LUN クローンスプリットの見積もりは、 SnapDrive 4.2 for UNIX 以
降で作成された Snapshot コピーに対してのみ可能です。

ボリュームクローンをスプリットするためのストレージスペースの見積もり

クローンスプリットの推定によって、ボリュームクローンをスプリットするために必要
なストレージスペース（ MB ）を見積もることができます。SnapDrive for UNIX が提供
するクローンスプリットの見積もりに応じて、ボリュームクローンをスプリットするた
めのスペース可用性を判断できます。

手順

1. 次のコマンドを入力して、ボリュームクローンをスプリットするために必要なストレージスペースを見積
もります。

`* SnapDrive クローン・スプリットの見積もり long_lun_name[long_lun_name___ … ] | [{-dg | -vg | -fs|
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-hostvol|-lvol ｝ file_spec[file_spec…] | [-snapname_long_snap_name_] ｛ -volclone | -lunclone ｝ ] [-v |

-verbose ] [-dump | -dumpall] *

この処理では、次の情報が表示されます。

◦ リソース名

◦ Container - FlexClone のアグリゲート

◦ Required Space - ボリュームクローンをスプリットするために必要なスペースです

◦ 使用可能なスペース - コンテナで使用可能なスペース

◦ Storage Status - ボリュームクローンスプリットに使用できるスペースを示します

◦ Owned Space - ボリュームクローンが占有しているスペースです

◦ 親と一緒にボリュームクローンが占有するスペースの共有

「 -verbose( 冗長 ) 」オプションを使用すると、「 Owned Space ( 所有スペース ) 」と「 hared Space (

共有スペース ) 」が表示されます。

次の例は、ボリュームクローンをスプリットするためのストレージスペースを見積もります。

# snapdrive clone split estimate -fs /mnt/my_mnt1 -fs /mnt/my_mnt2

Resource     Container  Required Available  Storage

                        Space(MB) Space(MB) Status

/mnt/my_mnt1  f3050-220  400      61500    AVAILABLE

              -111:aggr0

/mnt/my_mnt2  f3050-220  3292     1129     NOT AVAILABLE

              -112:aggr1

すべてのファイル仕様について、 SnapDrive for UNIX が、ボリュームクローンをスプリットするためにスト
レージシステムで使用できる必要なスペースを決定します。ここでは '/mnt/my_mnt1' ファイル仕様には分割
に必要な領域があるため ' ストレージ・ステータスは使用可能として表示されます一方 '/mnt/my_mnt2' ファイ
ル指定には ' 分割に必要な領域がないため ' ストレージ・ステータスは Not Available と表示されます

次に '-verbose オプションの使用例を示しますまたは '-v オプションを使用することもできます

# snapdrive clone split estimate -fs /mnt/my_mnt1 -verbose

Resource    Container Owned    Shared   Required Available Storage

                      Space(MB)Space(MB)Space(MB)Space(MB) Status

/mnt/my_mnt1 f3050-220 32365  403      403     55875 AVAILABLE

             -111:aggr0

LUN クローンをスプリットするためのストレージスペースの見積もり

クローンスプリットの推定によって、 LUN クローンをスプリットするために必要なスト
レージスペース（ MB ）を見積もることができます。SnapDrive for UNIX が提供するク
ローンスプリットの推定に応じて、 LUN クローンをスプリットできるスペースを判断で

46



きます。

手順

1. LUN クローンをスプリットするために必要なストレージスペースを見積もります。

`* SnapDrive クローン・スプリットの見積もり long_lun_name[long_lun_name…] | [ ｛ -dg | -vg | -fs|

-hostvol | -lvol ｝ file_spec _[_file_spec…] | [-snapname_long_snap_name_]{-volclone|-lunclone}] [-v |

-verbose ] *

この処理では、次の情報が表示されます。

◦ リソース名

◦ Container - LUN クローンのボリューム

◦ 必要なスペース - LUN クローンをスプリットするために必要なスペース

◦ 使用可能なスペース - コンテナで使用可能なスペース

◦ Storage Status - LUN クローンスプリットに使用できるスペースを示します

◦ Owned Space - LUN クローンが占有しているスペースです

◦ Shared Space - 親とともに LUN クローンが占有しているスペース

「 -verbose( 冗長 ) 」オプションを使用すると、「 Owned Space ( 所有スペース ) 」と「 hared Space (

共有スペース ) 」が表示されます。

次の例は、 LUN クローンをスプリットするためのストレージスペースを見積もります。

# snapdrive clone split estimate -fs /mnt/my_mnt1

Resource     Container Required Available Storage

                       Space(MB)Space(MB) Status

/mnt/my_mnt1 f3050-220  5120    9986    AVAILABLE

             -112:/vol/vol_1

次に '-verbose オプションの使用例を示しますまたは '-v オプションを使用することもできます

# snapdrive clone split estimate -fs /mnt/my_mnt1 -verbose

Resource    Container  Owned    Shared   Required Available Storage

                       Space(MB)Space(MB)Space(MB)Space(MB) Status

/mnt/my_mnt1 f3050-220  365   403      5120     9986 AVAILABLE

             -112:/vol/vol_1

Snapshot コピーを使用したストレージスペースの見積もり

クローンスプリットの推定によって、ストレージシステム内に Snapshot コピー用のク
ローンがない場合、 Snapshot コピーを使用して必要なストレージスペース（ MB ）を
見積もることができます。
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手順

1. 次のコマンドを入力して、必要なストレージスペースを見積もります。

` * SnapDrive clone split estimate - snapname [long_snap_name] ｛ volclone | -lunclone ｝ ] [-v | -verbose ]

*

次の例は、 Snapshot コピーを使用して LUN クローンをスプリットする場合のストレージスペースを見積も
ります。

snapdrive clone split estimate -snapname f3050-220-112:/vol/vol_1:snap_1

-lunclone

Resource       Container  Required Available Storage

                          Space(MB)Space(MB) Status

f3050-220-112: f3050-220    5120       14078    AVAILABLE

/vol/vol_1:snap_1 -112:/vol/vol_1

次の例では '-fs' オプションを指定したスナップショット・コピーを使用して LUN クローンをスプリットする
ためのストレージ・スペースを見積もります

# snapdrive clone split estimate -fs /mnt/my_mnt1 -snapname f3050-220-

112:/vol/vol_1:snap_1 -lunclone

Resource         Container Required Available Storage

                            Space(MB)Space(MB) Status

f3050-220-112:   f3050-220  4120     14078  AVAILABLE

/vol/vol_1:snap_1 -112:/vol/vol_1

次の例では '-fs' オプションを指定したスナップショット・コピーを使用して ' ボリューム・クローンをスプリ
ットするためのストレージ・スペースを見積もります

# snapdrive clone split estimate -fs /mnt/fs1 -snapname f3050-220-

112:/vol/vol_1:snap_1 -volclone

Resource      Container   Required Available Storage

                          Space(MB)Space(MB) Status

f3050-220-112:  f3050-220 54019   54517  AVAILABLE

/vol/vol0:snap_1 112:aggr0

次の例は、 Snapshot コピーを使用してボリュームクローンをスプリットするためのストレージスペースを見
積もります。

48



# snapdrive clone split estimate -snapname f3050-220-112:/vol/vol_1:snap_1

-volclone

Resource      Container   Required Available Storage

                          Space(MB)Space(MB) Status

f3050-220-112:  f3050-220 54019    54517    AVAILABLE

/vol/vol0:snap_1 112:aggr0

• Snapshot コピーに対してクローンスプリットの見積もりを行う場合は、「 Resource 」フ
ィールドに Snapshot コピーの名前が表示されます。

• Snapshot コピーと -lunclone オプションを併用してデッド・ファイルの仕様を指定した場
合、「必須スペース」には 0 と表示されます。

• Snapshot を使用した LUN クローンスプリットの見積もりは、 SnapDrive 4.2 for UNIX 以
降で作成された Snapshot コピーに対してのみ可能です。

ボリュームクローンまたは LUN クローンスプリットを開始しています

ボリュームクローンまたは LUN クローンスプリット処理を開始できます。

手順

1. 次のコマンドを入力して、ボリュームクローンまたは LUN クローンスプリットを開始します。

`*# SnapDrive クローン・スプリット・スタート long_lun_name[long_lun_name…] | [{-dg | -vg | -fs|

-hostvol|-lvol ｝ file_spec[file_spec…] [-force-][-nofry] [-dump|-dumpall] *

ストレージのステータスが「 Not available 」と表示される場合は、次のオプションを使用できます。

◦ force オプションを使用すると、クローン・スプリット処理を強制的に開始し、処理が開始されたこと
を示す確認メッセージを受け取ることができます。

◦ 確認メッセージを受信せずにクローンスプリットの開始操作を開始するには、 -noprompt オプション
と -force オプションを使用します。

進行中のクローンスプリット処理を停止したあとすぐに別のクローンスプリット処理を開
始すると、処理が失敗することがあります。この問題は、クローン・スプリット処理の開
始から停止までの遅延が、ストレージ・システムに停止処理と同期させるのに十分でなか
った場合に発生することがあります。

次の例は、ボリュームクローンをスプリットする方法を示しています。
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# snapdrive clone split start -fs /mnt/my_mnt4_0 /mnt/my_mnt3_0

Resource    Container  Required Available Storage

                       Space(MB)Space(MB) Status

--------------------------------------------------

/mnt/my_mnt4_0 f3050-220 3295   66033 AVAILABLE

             -111:aggr0

/mnt/my_mnt3_0 f3050-220  293   37707 AVAILABLE

             -112:aggr1

Job ID: B265Dbv8gh

Clone-Split for "/mnt/my_mnt4_0" is started

Clone-Split for "/mnt/my_mnt3_0" is started

次に '--force_' オプションを使用してクローンをスプリットする例を示します

# snapdrive clone split start -fs /mnt/my_mnt5 /mnt/my_mnt6 -force

Resource    Container Required  Available Storage

                      Space(MB) Space(MB) Status

----------------------------------------------------

/mnt/my_mnt5 f3050-220 1198   20033   AVAILABLE

             -111:aggr0

/mnt/my_mnt6 f3050-220  3294  2196  NOT AVAILABLE

             -112:aggr1

Not enough space available for Clone-Split.  Do you want to continue

(y/n)?y

Clone-Split for "/mnt/my_mnt5" is started

Clone-Split for "/mnt/my_mnt6" is started

次に '--noprompt_ オプションを使用してクローンを直接開始する例を示しますこの例では ' 確認メッセージは
表示されません

# snapdrive clone split start -fs /mnt/my_mnt5 /mnt/my_mnt6 -force

-noprompt

Resource    Container  Required  Available Storage

                       Space(MB) Space(MB) Status

-----------------------------------------------------

/mnt/my_mnt5 f3050-220  1198     20033   AVAILABLE

             -111:aggr0

/mnt/my_mnt6 f3050-220  3294     2196  NOT AVAILABLE

             -112:aggr1

Clone-Split for "/mnt/my_mnt5" is started

Clone-Split for "/mnt/my_mnt6" is started
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ボリュームクローンまたは LUN クローンスプリットのステータスを表示します

ジョブ ID またはファイル仕様を使用して、クローンスプリットのステータスを照会でき
ます。SnapDrive for UNIX は、クローン・スプリットの現在のステータスを、実行中、
失敗、または完了として示します。

手順

1. ジョブ ID またはファイル仕様を使用してクローンスプリットのステータスを照会するには、次のコマン
ドを入力します。

'SnapDrive クローン・スプリット・ステータス long_lun_name[long_lun_name…] [{-dg|-vg|-fs|-

hostvol|-lvol} file_spec[file_spec…] [-job_<jobid>_][-all ]`

次の例は、ジョブ ID を使用したクローンスプリットのステータスを表示します。

# snapdrive clone split status -job SVE2oxKXzH

Clone-Split-Status for /fs1-1_3 is 1% Complete

Clone-Split-Status for /fs1_0 is 73% Complete

Clone-Split-Status for /fs1_1 is 73% Complete

Clone-Split-Status for /fs1_2 is 74% Complete

Clone-Split-Status for /fs1_3 is 1% Complete

クローンスプリットの進捗状況は、次のいずれかの方法で確認できます。

• を使用してクローンを検証できます

「 * SnapDrive storage show -fs/mnt/my_mnt* 」というメッセージが表示されます

または

'lun SnapDrive storage show -lun_long_lun_pathname_

コマンドいずれの場合も、スプリットが完了していない場合、クローンタイプは FlexClone

クローンまたは LUN クローンとして表示されます。

• クローン・スプリットの進行状況は、ストレージ・システムにログインし、ストレージ・
システムの CLI で次のコマンドを使用することにより確認できます。

*vol clone split status_vol_name **lun clone split status_lun_name *`

次の例は、ファイル仕様を使用したクローンスプリットステータスのクエリを示しています。

# snapdrive clone split status -fs /mnt/my_mnt3 -fs /mnt/my_mnt4

Clone-Split-Status for /mnt/my_mnt3 is 14% Complete

Clone-Split-Status for /mnt/my_mnt4 is 17% Complete
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次の例は、実行中のクローンスプリットステータスのクエリを示しています。

# snapdrive clone split status -all

Job ID: SVE2oxKXzH:

Clone-Split-Status for /fs1-1_3 is 100% Complete

Clone-Split-Status for /fs1_0 is 100% Complete

Clone-Split-Status for /fs1_1 is 100% Complete

Clone-Split-Status for /fs1_2 is 100% Complete

Clone-Split-Status for /fs1_3 is 100% Complete

• ジョブがジョブセットから削除され、ファイル仕様を使用してクローンスプリットのステータスを照会す
ると、 SnapDrive for UNIX のエラーメッセージがと表示されます

' 指定されたリソースに対して現在 ' スプリットは実行されていません

• ジョブセットからジョブが削除され、ジョブ ID を使用してクローンスプリットのステータスを照会する
と、 SnapDrive for UNIX のエラーメッセージがと表示されます

ジョブ ID が無効です

• すべてのファイル仕様がジョブから削除され、ジョブ ID を使用してクローンスプリットのステータスを
照会すると、 SnapDrive for UNIX はの形式で表示されます

ジョブ ID が無効です

ジョブはジョブセットから削除されるためです。

• ストレージシステムのスペース不足が原因でファイル仕様が 1 つでも失敗した場合でも、ジョブは残りの
ファイル仕様に合わせて引き続きスプリットされます。つまり、ジョブはジョブキューから削除されず、
ジョブの全体的な結果を照会するまで、ジョブステータスは保持されます。

ボリュームクローンまたは LUN クローンスプリット処理を停止します

ジョブ ID またはファイル仕様を使用して、ボリュームクローンまたは LUN クローンの
クローンスプリットを停止できます。

手順

1. 次のコマンドを入力します。

* SnapDrive クローン・スプリット・ストップ long_lun_name[long_lun_name…] | [{-dg |

-vg | -fs|-hostvol|-lvol ｝ file_spec[file_spec…] | [-job_<jobid>_]*

SnapDrive for UNIX は、進行中のクローンスプリットの停止処理を停止します。

次の例は、ファイル仕様を使用して停止されたクローンスプリット処理を示しています。
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# snapdrive clone split stop -fs /mnt/my_mnt4 /mnt/my_mnt3

Clone-Split for "/mnt/my_mnt4" is 0% Completed and Stopped.

Clone-Split for "/mnt/my_mnt3" is 0% Completed and Stopped.

次の例は、ジョブ ID を使用して停止されたクローンスプリット処理を示しています。

# snapdrive clone split stop -job B265Dbv8gh

Clone-Split for "/mnt/my_mnt3" is 14% Completed and Stopped.

Clone-Split for "/mnt/my_mnt4" is 17% Completed and Stopped.

次の例は、すでに停止しているファイル仕様のクローンスプリットの停止処理を示す一般的な出力を示してい
ます。

# snapdrive clone split stop -fs /mnt/my_mnt4 /mnt/my_mnt3

Clone-Split for "/mnt/my_mnt3" is not stopped : No split is in progress

for this resource

Clone-Split for "/mnt/my_mnt4" is not stopped : No split is in progress

for this resource

• ジョブ ID に含まれる特定のファイル仕様に対してクローン・スプリットが停止し、クロー
ン・スプリットの停止が成功すると、ファイル仕様がジョブから削除されます。

• ジョブのクローンスプリットが停止し、そのジョブのすべてのファイル仕様に対してクロ
ーンスプリットの停止が成功すると、ジョブはジョブセットから削除されます。

ジョブ ID またはファイル仕様を使用したクローンスプリット処理の結果の表示

ジョブ ID またはファイル仕様を使用して、完了したクローンスプリット処理の結果を表
示できます。

手順

1. ファイル仕様を使用してクローンスプリットの結果を表示するには、次のコマンドを入力します。

'SnapDrive クローン・スプリットの結果 long_lun_name[long_lun_name…] | [{-dg | -vg | -fs|-hostvol|

-lvol ｝ file-spec [file_spec…] | [-job_<jobid>_]`

SnapDrive for UNIX の場合、ファイル仕様に対して完了または失敗したクローン・スプリットの結果が表
示され、ジョブからファイル仕様が削除され、ジョブ・キューからジョブが削除されます。

次の例は、正常に完了したジョブ ID のクローンスプリットの結果を示しています。
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# snapdrive clone split result -job VT1ov6Q8vU

Clone-Split for "/mnt/my_mnt3" is 100% completed and succeeded

Clone-Split for "/mnt/my_mnt4" is 100% completed and succeeded

2 つのファイル仕様があり、そのうちの 1 つのファイル仕様でストレージシステムのスペース不足が原因で失
敗した場合は、クローンスプリット処理の結果に、 1 つのファイル仕様が失敗し、別のファイル仕様が正常
に完了したと表示されます。

次に、ファイル仕様が正常に完了した場合のクローンスプリットの結果の例を示します。

# snapdrive clone split result -fs /mnt/my_mnt3 /mnt/my_mnt4

Clone-Split for "/mnt/my_mnt3" is 100% completed and succeeded

Clone-Split for "/mnt/my_mnt4" is 100% completed and succeeded

次の例は、クローンスプリット処理がまだ実行中で、まだ完了していない場合のクローンスプリットの結果を
示しています。

# snapdrive clone split result -job R57aCzUaeG

Clone-Split for "/mnt/my_mnt3" is 0% completed and Split in progress

次の例は、ジョブセットから完全に削除されたジョブを示しています。ファイル仕様を使用して結果を表示し
ようとすると、 SnapDrive for UNIX で「 does not belong to any job 」というエラーメッセージが表示されま
す。

# snapdrive clone split result -fs /mnt/my_mnt2

Storage resource /mnt/my_mnt2 does not belong to any job

次の例は、ジョブセットから完全に削除されたジョブを示しています。ジョブ ID を使用して結果を表示しよ
うとすると、 SnapDrive for UNIX で「 Job ID is not valid」 というエラーメッセージが表示されます。

# snapdrive clone split result -job T59aCzUaeG

Job ID is not valid

次の例は、クローンスプリットの実行中に、別のクローンスプリットで障害が発生した場合のクローンスプリ
ットの結果を表示します。

# snapdrive clone split result -job qJrG8U59mg

Clone-Split for "/mnt/my_mnt4" is 100% completed and succeeded

Clone-Split for "/mnt/my_mnt5" is 0% completed and split failed
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Snapshot コピーを削除しています

SnapDrive snap delete コマンドを使用すると、ストレージ・システム上の Snapshot コ
ピーを削除できます。

Snapshot コピーの削除に使用するコマンド

SnapDrive snap delete コマンドを使用して、 Snapshot コピーを削除します。

SnapDrive snap delete コマンドは、ストレージ・システムから指定した Snapshot コピーを削除します。こ
のコマンドは、ホストに対して処理を実行しません。Snapshot コピーをストレージシステムから削除する権
限がある場合のみです。（ LUN とマッピングを保持する場合）。

Snapshot コピーを削除する理由

ストレージシステムボリュームの空きスペースを増やす場合や Snapshot コピーを減ら
す場合は、古い Snapshot コピーを削除してください。

次の理由により、古い Snapshot コピーを削除する場合があります。

• ストレージ・システム・ボリュームで保持する Snapshot コピーの数を、ハードリミットの 255 よりも少
なく設定します。この上限に達すると、新しい Snapshot コピーの作成は失敗します。

• ストレージ・システム・ボリュームの空きスペースを確保します。Snapshot コピーが上限に達する前で
も、ディスクに十分なリザーブスペースがないと Snapshot コピーは失敗します。

• Snapshot コピー名には、ワイルドカード（ * ）文字を使用することもできます。Snapshot の表示処理で
は、ワイルドカード文字を使用して、特定のパターンに一致するすべての Snapshot コピー名を表示でき
ます。Snapshot コピー名でワイルドカードを使用する場合、次のルールが適用されます。

◦ ワイルドカードは名前の末尾でのみ使用できます。ワイルドカードは、 Snapshot コピー名の先頭ま
たは途中では使用できません。

◦ Snapshot コピー名のストレージ・システムまたはストレージ・システム・ボリュームのフィールドで
は、ワイルドカードを使用できません。

Snapshot コピーを削除する場合のガイドラインを次に示します

使用中の Snapshot コピー、または Snapshot コピーが複数のストレージシステムボリュ
ームに分散している Snapshot コピーは削除できません。

SnapDrive snap delete コマンドを使用する場合は、次のガイドラインに従ってください。

• 削除する Snapshot コピーが使用中であるか、 SnapDrive for UNIX で作成されていない場合、 Snapshot

の削除処理は失敗します。SnapDrive snap delete コマンドに「 -force 」オプションを指定すると、この
動作を無効にできます。

• 複数のストレージ・システム・ボリュームにまたがる Snapshot コピーがある場合は、各ボリューム上の
Snapshot コピーを手動で削除する必要があります。
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SnapDrive snap delete コマンドの使用に必要な情報

Snapshot コピーを削除するには、削除する Snapshot コピーの名前を指定しま
す。SnapDrive snap delete コマンドを使用すると、削除された Snapshot コピーのリス
トを表示できます。

次の表に、 SnapDrive snap delete コマンドに関する情報を示します。

要件 / オプション 引数

Snapshot コピーの名前を指定します。ストレージ・
システムの名前、ボリューム、および Snapshot コピ
ーの名前を入力する場合は、 Snapshot コピー名の長
い形式を使用します。次に、長い Snapshot コピー名
の例を示します。「 big_filer ： /vol/account_vol ：
snap_20031115`

追加の Snapshot コピーを指定する場合は、最初の
Snapshot コピーと同じストレージシステムおよびボ
リュームにある場合は、短縮形の名前を使用できま
す。それ以外の場合は、長い形式の名前をもう一度
使用します。

Snapshot コピー名（ snapname ）

long_Snapshot copy_name 追加の Snapshot コピー

Snapshot copy_name ( ロングまたはショートフォ
ーム )

「 -verbose 」と表示されます

~ 削除された Snapshot コピーのリストを表示するに
は、 -verbose オプションを追加します。このオプシ
ョンを使用すると、 Snapshot コピー名の省略形を使
用した場合に、ストレージ・システムとボリューム
の情報が不足してしまいます。

「 -force 」を使用します ~

-noprompt` ~

Snapshot コピーを削除しています

SnapDrive snap delete コマンドを使用すると、 Snapshot コピーを削除できます。

手順

1. 次のコマンドを入力します。

`* SnapDrive snap delete [-snapname] long_snap_name _[_snap_name…][-verbose [-force [-nopromp] *
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指定した Snapshot コピーが使用中の場合、この処理は失敗します。SnapDrive for UNIX で
は、すべての Snapshot コピーが削除されている場合にのみ、この処理が正常に完了したこ
とが報告されます。

SnapDrive for UNIX を実行すると、「 snap delete 」コマンドラインで指定した LUN の既存の内容が削除さ
れ、指定した Snapshot コピー内の LUN の内容に置き換えられます。

次の例は、削除対象のリストを表示します。

# snapdrive snap delete -v filer1:/vol/vol1/snap1 snap2 snap3

snapdrive: deleting

filer1:/vol/vol1/snap1

filer1:/vol/vol1/snap2

filer1:/vol/vol1/snap3

Snapshot コピーを切断しています

LUN 、 LUN 上のファイルシステム、ディスクグループ、 NFS ディレクトリ、または
LUN 上の共有ディスクグループ、ホストボリューム、およびファイルシステムから、
Snapshot コピーを切断できます。

SnapDrive for UNIX 4.2 以降のバージョンでは、スプリットクローンボリュームを切断できま
す。

Snapshot 切断処理を使用する

SnapDrive snap disconnect コマンドを使用して、複数のストレージシステムまたはスト
レージシステムボリューム上にある Snapshot コピーを切断します。

SnapDrive のマッピングを削除するには、 lun snap disconnect コマンドを使用します。また、ストレージエ
ンティティと基盤となる LUN のマッピングや、 Snapshot コピー内の NFS ディレクトリのマッピングを削除
するには、 lun snap disconnect ` コマンドを使用します。

このコマンドを使用すると、複数のストレージシステムボリュームまたは複数のストレージシステムにまたが
る Snapshot コピーを切断できます。ストレージエンティティとボリュームは、同じストレージシステム上に
存在することも、別々のストレージシステム上に存在することも可能です。

このコマンドを使用すると、次のいずれかを切断できます。

• LUN

• LUN 上に直接作成されるファイルシステム

• LUN 上に作成されたディスクグループ、ホストボリューム、およびファイルシステム

• NFS ディレクトリツリー

• LUN 上に作成された共有ディスクグループ、ホストボリューム、およびファイルシステム
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切断処理によって接続されている Snapshot コピーが変更されることはありません。ただし、デフォルト
では、対応する接続処理で作成された一時的な LUN またはクローンは削除されません。

LUN 、 LUN 上のファイルシステム、および LVM エンティティの場合、このコマンドは
SnapDrive storage delete ` と同じです。

Snapshot コピーの切断に関するガイドライン

LUN 、ストレージエンティティ、または NFS ディレクトリの Snapshot コピーを切断す
る際のガイドラインを次に示します。

• ファイルシステムを切断すると、 SnapDrive for UNIX では必ずマウントポイントが削除されます。

• Snapshot の接続処理の影響を取り消すには、 Snapshot の切断コマンドを使用します。

• スナップショット接続操作中に 'enable-split-clone' 構成変数の値を 'ON' または 'sync' に設定し ' スナップ
ショット切断操作中に off' に設定した場合 'UNIX 用 SnapDrive は ' スナップショット・コピーに存在する
元のボリュームまたは LUN を削除しません

NFS エンティティの Snapshot コピーを切断する際のガイドラインを次に示します

Snapshot コピーの切断処理は、ホストクラスタ環境内の任意のノードから実行できま
す。コマンドオプションを使用して、ストレージエンティティを特定のノードから切断
します。

NFS エンティティを含む Snapshot コピーを切断する場合は、次のガイドラインに従ってください。

• 読み取り専用権限で接続した NFS ディレクトリツリーを切断すると、 SnapDrive for UNIX は次の処理を
実行します。

◦ ファイルシステムをアンマウントします。

◦ ファイルシステムテーブルファイルのマウントエントリを削除します。

◦ マウントポイントを削除します。

◦ では、セカンダリ・ホスト（親ボリューム上でエクスポート権限がないホスト）から NFS filespec を
接続する際に作成した、 Snapshot コピー・ディレクトリのエクスポート・ルールは削除されませ
ん。

• 読み取り / 書き込み権限で接続した NFS ディレクトリツリーを切断すると、 SnapDrive for UNIX は次の
処理を実行します。

◦ ファイルシステムをアンマウントします。

◦ ファイルシステムテーブルファイルのマウントエントリを削除します。

◦ FlexVol ボリュームクローン内のファイルシステムに対応する NFS ディレクトリツリーを削除しま
す。

◦ 基盤となる FlexVol ボリュームクローンを削除します（空の場合）。

◦ マウントポイントを削除します。
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SnapDrive snap disconnect コマンドの使用に必要な情報

Snapshot コピーを切断するには、 LUN 、ディスクグループ、ファイルシステムなど、
使用するストレージエンティティのタイプを指定します。 またはホストボリュームを指
定します。

次の表に、 SnapDrive snap disconnect コマンドを使用する場合に提供する必要がある情報を示します。

要件 / オプション 引数

LUN （ -lun_file_spec_ ） LUN の名前。Filer 、ボリューム、および LUN の名
前を含めます。 _

ディスク・グループ（ dg_file_spec_` ）またはボリ
ューム・グループ（ g-vg_file_spec_` ）

_name には、ディスクまたはボリュームグループの
名前を指定します

ファイルシステム (-fs_file_spec_) filesystem_name

ホスト・ボリューム（ -hostvol`file_spec` ）または論
理ボリューム（ -lvol`file_spec` ）

_ ホスト名または論理ボリューム _

Snapshot コピーの切断に使用するストレージエンテ
ィティのタイプを指定し、そのエンティティの名前
を適切な引数で指定します。

これは '`file_spec` 引数の値です

「 -full` 」

~ コマンドライン上のホスト側のエンティティ（ホス
トボリュームが 1 つ以上あるディスクグループなど
）が他のエンティティにもある場合でも、 SnapDrive

for UNIX で Snapshot コピーからオブジェクトを切断
するには、コマンドラインに -full-option を指定しま
す。このオプションを指定しない場合は、空のホス
ト側エンティティのみを指定する必要があります。

「 -fstype 」を入力します 「 TYPE` 」

「 -vmtype 」と入力します 「 TYPE` 」

オプション：使用するファイルシステムとボリュー
ムマネージャのタイプを指定します。

「 -split` 」

~ Snapshot 接続処理と Snapshot 切断処理の際に、ク
ローンボリュームまたは LUN をスプリットできま
す。
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LUN を含むストレージエンティティのない Snapshot コピーを切断しています

SnapDrive snap disconnect コマンドを使用すると、ストレージエンティティのない
LUN を含む Snapshot コピーを切断できます。

手順

1. 次のコマンド構文を入力します。

* SnapDrive snap disconnect - lun_long_lun_name_[_ LUN_name …_]*

SnapDrive for UNIX を使用すると、コマンドラインで指定したストレージエンティティのマッピングが削除さ
れます。

次のコマンドを実行すると、ストレージ・システム toaster 上の Luna と lunb へのマッピングが削除されま
す。

# snapdrive snap disconnect -lun toaster:/vol/vol1/luna lunb

ストレージエンティティを含む Snapshot コピーを切断しています

SnapDrive snap disconnect コマンドを使用すると、ストレージエンティティを含む
Snapshot コピーを切断できます。

手順

1. 次のコマンドを入力します。

* SnapDrive snap disconnect ｛ -dg | -fs | -hostvol ｝ file_spec[file_spec…] ｛

-dg | -fs | -hostvol ｝ file_spec [file_spec…] [-full] [-fstype type] [-vmtype

type] [-split] *

このコマンドは ' 常にストレージ・エンティティー（ -lun'`-ddd’`-hostvol' など）で開始する必要がありま
す または '-fs' を指定します

◦ LUN （「 -lun 」）を指定する場合は、長い LUN 名を入力する必要があります。他のストレージ・エ
ンティティと同じコマンド・ライン上で '-lun' オプションを指定して LUN を指定することはできませ
ん（ -vg'-dg'`-fs'-lvol' または -hostvol オプション）

◦ NFS マウントポイントを指定する場合は ' 同じコマンド・ラインで非 NFS エンティティー（ -vg’

-dgd’`-fs'`-lvol'-hostvol ）を指定することはできませんNFS マウントポイントを指定するには、別のコ
マンドを使用する必要があります。

Snapshot コピーに含まれていない LUN をホストエンティティが使用している場合は、エラー
メッセージが表示されます。各ターゲットディスクグループに含まれるホストボリュームまた
はファイルシステムのサブセットを指定した場合も、エラーが発生します。

SnapDrive for UNIX を使用すると、コマンドラインで指定したストレージエンティティのマッピングが削除さ
れます。

このコマンドラインを使用すると、ホストボリューム dg5/myvolume の基盤となるすべての LUN へのマッピ
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ングが削除されます。このコマンドは、 Snapshot 接続処理で作成された一時的な LUN をすべて削除し
ます。

# snapdrive snap disconnect -hostvol dg5/myvolume

このコマンドラインを使用すると、ホストボリューム dg5/myvolume の基盤となるすべての LUN へのマッピ
ングが削除されます。このコマンドは、 Snapshot 接続処理で作成された一時的な LUN をすべて削除しま
す。

# snapdrive snap disconnect -hostvol dg5/myvolume

このコマンドは、ディスクグループ 1 （ dg1 ）とその LUN へのマッピングを切断します。また、 Snapshot

接続処理で作成された一時的な LUN をすべて削除します。

# snapdrive snap disconnect -lun toaster:/vol/vol1/luna -dg dg1

このコマンドラインを実行すると、ファイルシステム fs1 へのマッピングと、このファイルシステムの基盤と
なる LUN へのマッピングが削除されます。また、 Snapshot 接続処理で作成された一時的な LUN をすべて削
除します。

# snapdrive snap disconnect -fs mnt/fs1

このコマンドラインを使用すると、ディスクグループ dg1 、 DG2 、および dg3 のマッピングが削除されま
す。このコマンドは、 Snapshot 接続処理で作成された一時的な LUN をすべて削除します。

# snapdrive snap disconnect -dg dg1 dg2 dg3

次の例は、 Veritas スタックのファイルシステムとディスクグループを使用して Snapshot コピーを切断しま
す。

# snapdrive snap disconnect -fs /mnt/fs1_clone -fstype vxfs

delete file system /mnt/fs1_clone

- fs /mnt/fs1_clone ... deleted

- hostvol vxvm1_0/fs1_SdHv_0 ... deleted

- dg vxvm1_0 ... deleted

- LUN snoopy:/vol/vol1/lunVxvm1_0 ... deleted

次の例は、ファイルシステムとディスクグループを含む Snapshot コピーを LVM スタック上で切断します。
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# snapdrive snap disconnect -fs /mnt/fs1_clone -fstype jfs2

delete file system /mnt/fs1_clone

- fs /mnt/fs1_clone ... deleted

- hostvol lvm1_0/fs1_SdHv_0 ... deleted

- dg lvm1_0 ... deleted

- LUN snoopy:/vol/vol1/lunLvm1_0 ... deleted

共有ストレージエンティティを使用する Snapshot コピーの切断

SnapDrive snap disconnect コマンドを使用すると、共有ストレージエンティティを含む
Snapshot コピーを切断できます。

手順

1. 次のコマンド構文を入力します。

* SnapDrive snap disconnect ｛ -dg | -fs ｝ file_spec[_ file_spec…] ｛ -dg |

-fs ｝ _file_spec[_ file_spec…]] long_snap_name[-full] [-fstype_type_][-

vmtype_type_][-splite] *

次の例では、共有ファイルシステムを切断します。

# snapdrive snap disconnect -fs /mnt/oracle
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